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農村演劇運動の思想的系譜と展開過程

宮澤賢治の芸術論と長瀞村の戦後青年文化運動

相川良彦

要　　　旨
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調査・資料

湖らによる農民文学運動が始まり，他方で，｢赤い

鳥｣童話・童謡運動が起きて，その中で田園詩人

とも称された野口雨情(1)らが活躍した。彼らは，

日本の文学，および童話・童謡のその後の展開に

大きな影響を与えた。

　同様の地域文化見直し機運は，第二次大戦敗戦

後のアメリカ文化の流入，或いは高度経済成長に

より商工業経済の席捲にさらされた時にも，地域

で盛り上がった。現在，各地で催される伝統的行

事は，多くが戦後復興期か高度経済成長期かのい

ずれかに復興されたものである(2)。そして，高度

経済成長期に青壮年層が転出してしまった結果と

して少子高齢化に直面する地域住民が現在，地域

経済の活性化とその精神的支柱としての文化見直

しを模索するのは，きわめて自然な成り行きと

言って良い。

　山形県長瀞村の戦後の農村演劇運動は宮渾賢治の芸術思想を起源とする。それは資本主義により

独占され偏向された近代芸術を，地域庶民の手に取り戻し，生活に根ざした生命力を吹き込むこと

によって蘇えらせようと主張していた。この芸術思想は，戦前において，その教え子・松田甚二郎

による演劇活動を核とした村づくり運動として山形・最上で実践された。戦後において演劇は，生

活記録運動のリーダー・国分一太郎の教え子と松田の演劇活動に触発された青年たちが出会って，

サークル活動として蘇った。青年サークルや青年団がその活動基盤であった。それら諸組織にとっ

て演劇は，成員の連帯強化には役立つが，資金と労働の負担が障害だった。そのため演劇の担い手

は組織の連帯強化と資金難との衝突によりしばしば入れ替わった。演劇内容としては，農村演劇は

テーマの追求と娯楽性との二兎を追って展開してきた。だが，青年諸組織の解散と共に，それらを

活動基盤とした農村演劇も消滅した。

　本論は，民衆芸術としての演劇思想は誰により唱えられ，どのような内容のものであったか，そ

の思想は如何なる社会条件と結合し演劇へと具体化されたか，演劇活動に栄枯盛衰をもたらした社

会経済的条件とは何であったか，を主として演劇運動の担い手たちの証言により明らかにするもの

である。

1｡はじめに

　いま各地で地域文化の見直しが盛んである。地

元にゆかりのある芸術・文学作品などを集めた美

術館・文学館などが多く設立され，また伝統芸能

が自治体や団体などの挺入れにより保存されてい

る。経済発展の恩恵が一方で地域住民になにがし

かの生活上の余裕を与え，他方で都市への人口流

出により地域社会に空洞・過疎化が起きる時，地

元に残った住民が地域の経済活性化を望むととも

に，アイデンティティを求めて地域文化に目覚め

るのは，歴史の傾向と言える。

　わが国では資本主義が成熟しつつあった大正期

に高揚したデモクラシー運動の一環として起きた

民衆芸術運動，それにやや遅れて大田卯・中村星
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　だが，大きな文化的遺産を生み出した大正期の

民衆芸術運動のような広がりと深まりを，現在の

地域文化見直し運動は内在させているだろうか？

農政は「多面的な機能」の一つとして「伝統文化

の保存・継承」を唱えている（農林水産省，2000）

が，その実態を把握し，それを意味づける理論を

持っているだろうか？　いま，地域文化の見直し

運動の質が問われている。

　本論は，戦後山形県北村山郡長瀞村（現東根市）

に起きた青年演劇の思想的系譜とその運動の展開

過程をたどるドキュメントである。その構成は次

のようである。 2. で，大正デモクラシー期の文化

運動に端を発する二つの文化運動（宮渾賢治の農

民芸術論と国分一太郎ら教師による生活綴り方運

動）が戦前当地に存在したこと，3.で，その二つ

の流れが戦後に長瀞村で融合し，青年サークル

（同好会）演劇となって結実したこと，4.で，戦

後民主化という気運の中で青年団と生活綴り方運

動（運動の主体が教師と学生で国語教育を中心に

するもの）とが再生し，両者あいまって青年団に

よる演劇活動が最盛を迎えることになった軌跡を

跡づける。

　ところで，経済が戦後復興から高度成長へとシ

フトするにつれ，5.で，まず生活記録運動（主体

が青年で社会教育を中心にするもの），ついで青

年団運動が衰退に向かい，演劇が再び青年サーク

ルにより担われるようになったこと，6.で，高度

経済成長の開始で一時期中断した演劇が衰微する

青年団復活の挺子入れに活用されて一時期勢いを

取り戻し，農民自らの脚本による創作演劇も芽生

えたこと，だが，高度経済成長期から経済成熟期

にかけて青年の農業・青年団離れが進んで，つい

に青年団が解散し，演劇もまた担い手を失い消滅

したこと，7.で，この半世紀の演劇運動の端緒と

なった宮沢賢治の創作劇とその終末に開花した農

民劇作者・吉田達雄のそれとの特徴を検討し，8.

で，青年団演劇消滅後に蘇生した1980年代以降

の当地における演劇活動の現況とその将来を概観

する。

　以上のように，長瀞村での農村演劇運動の展開

過程をたどるなかで，本論は，民衆芸術としての

演劇思想は誰により唱えられ，どのような内容の

ものであったか，その思想は如何なる社会条件と
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結合し演劇へと具体化されたか，演劇活動に栄枯

盛衰をもたらした社会経済的条件とは何であった

か，を主として演劇運動の担い手たちの証言によ

り明らかにするのである。

2｡農村演劇思想とその系譜

　山形県長瀞村における青年団演劇の思想の起源

をさかのぼると，宮渾賢治(1896年生）に行きつ

く。そこで，本節では，賢治の芸術思想の内容と

それに影響を与えた演劇思想の系譜を明らかにす

る。ついで，戦後にその賢治の思想と連結した社

会文化運動である生活記録（綴り方）運動を吐格

づけよう。

　周知のように，農民芸術概論の一節で，賢治は

次のように詠じた(1926年作）。

　　「農民芸術の興隆

　……何故われらの芸術がいま起らねばならないか……

　曾ってわれらの師父たちは乏しいながら可成楽しく

　生きてゐた

　そこには芸術も宗教もあった

　いまわれらにはただ労働が　生存があるばかりである

　宗教は疲れ近代科学に置換され然も科学は冷く暗い

　芸術はいまわれらを離れ然もわびしく堕落した

　いま宗教家芸術家とは真善若くは美を独占し販るも

　のである

　われらに購ふべき力もなく　又さるものを必要とせぬ

　いまやわれらは新たに正しき道を行き

　われらの美をば創らねばならぬ

　芸術をもてあの灰色の労働を燃せ

　ここにはわれら不断の潔く楽しい創造かおる

　都人よ　来ってわれらに交れ

　世界よ　他意なきわれらを容れよ」

　　　　　　　　（宮渾, 1974,第12巻上，10ページ）

　都市職業人による芸術の独占に対抗して，地域

民衆の生活が吹き込む生命力に新たな芸術創造の

可能性を見出そうという，この賢治の主張は，大

正期に盛り上がったデモクラシーの昂揚，ロシア

革命に触発された社会主義・労働運動と，それに

呼応した芸術革新運動に触発され，形成されたも

のだった。その旗手が，「平民劇は……新しき社会

のやむにやまれぬ表現である。その言葉である。

その思想である。……平民から出た平民のための

劇を起こすのだ」（ロマン著，大杉訳, 1917, 3



ページ）と説いたロマン・ロラン『民衆芸術論』

の訳者である大杉栄であり，トルストイの人道主

義に拠り「真の芸術は，自分で少しも労働をした

ことのない，ほんとの人間らしい生活をしたこと

のない，ただ芸術を職業とした，所謂芸術家なる

ものの所産であってはならない」と主張した加藤

一夫らであった（南雲, 1983, 46ページ）。

　社会情勢では, 1910年代後半から20年代前半

にかけては第一次大戦の反省から「世界の思想

家・文芸家が，国際的に手をつなぐ」反戦平和の

運動が国際的に盛り上がった時期であった。その

影響を受けた小牧近江により1921年に創刊され

たのが『種蒔く人』誌で，それはプロレタリア文

学運動の中心的な存在になった。その小牧が1922

年，仏文学者・吉江喬松とかたらい，フランスの

田園作家シャルル・ルイ・フィリップ13回忌記

念講演会を開催した。それを契機として，近代文

明に対抗する運動と思想の源泉を農民や「土」に

見出そうとする「農民文芸会」が吉江喬松，中村

星湖,大田卯らによって1924年に設立された。そ

れが, 1920年代における小作争議の隆盛とその後

の農業不況の深刻化という社会情勢を反映して，

次第に商工業資本に虐げられた農民の救済という

農本主義的な性格を帯び，プロレタリア作家同盟

内に結集する農民文学者（ナップ派）と対峙する

に至る（大田, 1977 ；山田, 1976, 14ページ）。「農

民文芸会」，なかでも中村は営利的演劇に対抗し

て真の芸術的演劇を追求する小山内薫らの小劇団

運動の流れを受けて，農民演劇を仕掛けようとし

て活発な論陣をはった（中村, 1927)。

　ところで，賢治の上記の詩は，各フレーズ1～2

行毎に，岩手県下の農業青年を対象に講じたであ

ろうメモ書きが5～6行付けられており，その中

にロマン・ロラン，トルストイの名も見出せる。

彼らは，演劇を重要な芸術分野として位置づけ，

小作人と共に生活する実践を称揚し，日本知識人

に大きな影響を与えていた。賢治もまた大正期に

青春を過ごした一人の文学青年として，このよう

な西欧思想や社会文化運動の影響を直に受けたこ

とは想像に難くない。ちなみに賢治は，上記の詩

が示唆するように，近代文明に批判的で，人道主

義的であると同時に，農業や地域本位の意識も強

かった。だが，それは決して賢治の固有の主張で
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はなくて，大正期に起きた民衆芸術論やその後に

続く農民文芸会の思潮により影響をうけ，形成さ

れたものと言って差し支えないだろう(3)。

　この賢治の思想を伝えられたのが，盛岡高等農

林学校の教え子・松田甚次郎(4)(1909年生)で

あった。 1927年春に卒業・帰郷の挨拶に訪ねた松

田らに対して，賢治は次のように語ったと言う。

　　｢君達に贈る言葉はこの二つだー

　一，小作人たれ

　二，農村演劇をやれ

　……日本の農村の骨子は地主でも無く，役場，農会

　でもない。賓に小農，小作人であって将来ともこの

　形態は変らない。……現在の小作人は，封建時代の

　搾取から，そのまま伝統的な搾取がっづけられ，更

　に今日の資本主義的経済機構の最下層にあって，二

　重の搾取圧迫にあへいで居るのだ！……国の大道を

　躬行し，食糧の産業資源を供給し，更に兵力の充賓

　に貢献して居るではないか！……ところがこの小作

　人に，真の理解と誠意をもっものは，一人もいない

　のだ……こんなことで日本の皇国が栄え続けて行け

　るか。……農民として真に生くるには，先ず真の小

　作人たることだ。……

　　次に農村芝居をやれということだ。　これは単に農

　村に娯楽を与えよ，という様な小さなことではない

　のだ。我等人間として美を求め美を好む以上，そこ

　に必ず芸術生活が生れる。殊に農業者は天然の現象

　にその絶大なる芸術を感得し，更に自らの農耕に，

　生活行事に，芸術を実現しつつあるのだ。……これ

　を磨き生かすことが大事なのである。……そこから

　社会教育も，農村の娯楽も，農民啓蒙も，婦人解放

　も，個人主義打開も，実現されて来る。村の天才，こ

　れは何処にも居る。歌作りの上手な人，歌を唄うこ

　との上手な人,踊りの上手な人,雄弁家の青年,滑稽

　の上手な人等々，数限りなく居るのだ。　これを一致

　させ,結び総合し，統制して一つの芝居をやれば,生

　命を持って来るのだ。その生命こそあらゆる事業を

　も誕生せしめ，実現させて行くことになる。｣

　　　　　　　　　　　　　(松田, 1938, 3～5ペーの

　この賢治の言葉を，松田は郷里の山形県最上郡

稲舟村（現新庄市）で実践した。農村演劇を軸に

青年を組織化して，村づくり活動に取り組んだの

だった。 1930年代後半において，賢治は既に亡く

なっていた(1933年没）が「雨ニモマケズ」の詩，

および教え子松田の実践報告とも言うべき著書

29－
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『土に叫ぶ』が戦争前夜の忍耐と精神力を称揚す

る時局にマッチして全国的な脚光を浴びた。その

記憶が，敗戦後の混沌期に，近郷の長瀞村の農学

校教師や青年たちに蘇った。それが，戦後長瀞村

で農村演劇運動の始まる起源となった。

　ところで，地域庶民の文化に根ざす思想には，

別の流れかおる。それは，生活を重視した教育を

追求した教員達による生活綴り方運動である（5）。

山形県内での発端は小砂丘忠義・工藤恒治らによ

る「綴方生活」誌(1929年）の創刊で，のちに村

山俊太郎や国分一太郎（戦後は教育評論家, 1911

年生）らが加わった。それを，国分は赴任先の長

瀞尋常小学校において実践し，その記録を同僚の

相沢ときとの共著『教室の記録』として刊行した。

それが危険な思想を含むものとして1938年に摘

発され，国分は免職，翌々年には治安維持法で検

挙された。戦前に芽生えた国分らの生活綴り方運

動は，国家権力の弾圧により圧殺されてしまった

のである。

　生活記録運動に戦後関わった鶴見俊輔は，それ

を無着編(1951)を契機として全国規模で展開し

た社会文化運動とみて，戦前の生活綴り方運動と

の関連を軽視している。鶴見によれば,当運動は，

①終戦の暫く後に発生した社会文化運動で，普遍

的な原理である「近代化」を日本的特殊条件の中

から生み出そうとした近代化批判（超近代化），②

地域・現状を肯定的に評価する状況主義，③競争

を否定する平等主義，④性善説に根ざした集団主

義，⑤生活感覚を重視した実感主義，といった特

徴を持つ。そして，それはサークル運動の形であ

らゆる種類の大衆運動に広まった点て，日本思想

史上に稀有な存在として位置づけられる（鶴見，

1995)。

　この生活記録運動の思想と方法を，著者は次の

ように理解している。当運動の思想は，基本的に，

「近代化」であった。担い手は地域の青少年や教師

が中心である。闘う対象は，戦後改革によっても

なお拭いきれない半封建的社会関係・道徳や経済

的貧困であり，山形県村山・最上において特に問

題化していたのは米軍基地だった。目指すのは，

社会・経済体制の科学的な理解にもとづいた民主

化・近代化の実現であり，山形県では米軍基地撤

去だった。そして，それを共同学習という集団的
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方法により追求したところに，地域民衆の思考方

法に根ざす日本的特徴を見出せる。

　要するに，その理解の仕方について鶴見と著者

との相違は，鶴見が戦後の生活記録運動を反米的

な性格にスポットをあて近代化批判（超近代化）

という思想をも内包すると見だのに対して，筆者

は近代化運動にとどまると考えていること，その

出発を1951年の『やまびこ学校』刊行ではなく，

同じ山形県で国分ら戦前の生活綴り方運動を戦後

いち早く復活させた石垣邦雄ら先駆的な若い教師

達の活動にあり，無着もその一人にすぎないと見

ていることである（6）。

　賢治の芸術思想と国分一太郎の生活綴り方運動

が，ともにその教え子を介して偶然に出会ったと

ころから，長瀞村（7）（1954年に東根市へ合併）に

おける戦後農村演劇運動は始まる。以下で，その

具体的な経過をたどることにしよう。

3｡青年サークル演劇の幕開け

　戦争が終わった1945年冬に，山形県長瀞村で

素人演芸大会が復活した。翌春には日枝神社祭礼

に舞台を組んで演芸大会も行われている。敗戦後

の数年，日本全土の農山村を席捲したやくざ踊り

が閑歩していた。それは，国家の崩壊による解放

感と虚脱感，とくに青年層に浸透したアウトロー

気分を反映したものだった。自らそれを観て，

1960～80年代には青年団演劇（後期）の脚本も書

いた吉田達雄(1929年生）は述懐する。

　　「二十一年（昭和21年一著者補）の冬には各地区

　競い合うようにして出し物をよせ合い，盛大に演芸

　会が催されている。会場は小学校体操場である。当

　日，演ずる方も観る方も熱気に包まれていた。渇え

　ていたものがほとばしった感かおる。　出し物は「国

　定忠治」「金色夜叉」「いざり勝五郎」などで，どこか

　で観てきたドサ回りの新派芝居を真似て演じたもの

　だった。」　　　　　　（吉田, 1984, 55～56ページ）

　1947年２月には長瀞村小学校で，北村山郡南部

地区青年学校（8）の演劇発表会も開催された。そこ

で，その半年前に結成された「こぶし」という生

活記録グループが演じたアマチュア劇が，ここ長

瀞村で上演された最初の新劇である。その時の状

況を，吉田は次のように続けている。



　　「同志会（「こぶし」一著者補）に集っている若者達

　の大部分が青年学校の生徒だったということもあっ

　て，その演劇発表会に参加した。だし物は，宮渾賢治

　作の「植物医者」だった。審査員は，当時山形県に疎

　開していた大山功と恩田清次郎だった。終って講評

　にたった大山功は，「長瀞の演劇は新劇といって歌舞

　伎でもなく，新派でもない新しい演劇でこれから目

　指すべきものです。他のものは，新派といって青年

　学校演劇として望ましいものではない」と批評した。

　演劇界の権威である大山功（9）のおほめである，同志

　会は有頂天だったと言っては過言だろうか。……

　　大山功の「植物医者」に下した講評は,新しい時代

　を迎え，観せて楽しませる娯楽本位の大衆演芸から，

　感動を与え観客とともに考える舞台芸術としての演

　劇の運動に，まさに示されたゴーの合図だった。長

　瀞地区に限ってのみいえば，それはまた同志会の勉

　強会に下されたお墨付でもあった。……

　　彼等は自分らの演じた劇が新劇というものであ

　り，新しい時代をになうものであることを初めて

　知った。」　　　　　　　　（吉田, 1984, 66ページ）

　「こぶし」（「同志会」一著者補）とは，いわゆる

文芸に関心をもつ青年達のあつまりだった。指導

者は生活綴り方運動の創始者の一人である長瀞小

学校教師・国分一太郎の教え子で同校教員になっ

た石垣邦雄である。この青年達は地域行事の担い

手である体育会系の青年団とは異質な文芸志向と

生真面目さを持っていた。「もう皆は，若い頃演劇

をやったことすら忘れてしまったのではねえか」

とやや自嘲しながら，懐かしげに語る当事者たち

の話声に耳を傾けよう。

奥山惣一郎と奥山忠男の「こぶし」結成の追想

　「1946年，奥山惣一郎(1930年生）が村山農学校，

奥山忠男(1930年生）は青年学校の学生だった。２人

は本分家関係で兄弟のように親しくて，それぞれの

仲間を誘いあって勉強会を始めた。動機は，①戦後

の解放感の下でもやもやした気分を発散させたいと

いう青春期の思い，②「農業朝日」などあいっぎ刊行

された雑誌の匂いの懐かしさ，③農学校で習い始め

た技術や簿記に触発された増産意欲，④文学や松田

甚次郎の演劇を通じて人間の生きざまを教えた農学

校の水野辰太郎ら幾人かの教師の影響，などだった。

当初，農学校と青年学校から各３名が参加した。全

員が農家の子弟だった。
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　集まる場所がないので，長瀞小学校の宿直室を利

用することにした。偶然，そこに宿直の石垣邦雄が

いた。石垣の家は向かいだったが，まじめ一方の男

で，それまで付合いがなかった。「俺も混ぜてけろ

や」と言って，石垣も加わることになった。

　石垣は教師だったから，人を呼び集め，系統だて

て勉強させた。その偉い点は，お茶や酒を出したが，

誘導しなかったことである。惣一郎は母の実家が地

主で,膨大な書籍があったので，カミユ，サルトルな

ど仏文学や実存哲学，或いは太宰治に精通し，中心

的存在になった。集まって勉強するのが楽しかった

し，農文協など雑誌掲載論文を読んで討論したりも

した。

　石垣は国分一太郎の教師時代の教え子で，綴り方

教室の訓導を受けていた。「モノを書いてみるべ」と

ノートを回して自由に書くことにして，3～4回まわ

すと１冊が埋まった。こうして出来たノートが２冊

になった。続いて，ガリ版があったので，小冊子を作

ろうということになった。退屈だったし，（当時の革

新技術であった）ガリを切ってみたかった。こうして

生活記録誌「みんなのこぶし」が３冊作成された。(10)

　石垣は，疎間者で農協職員になった娘を連れてき

て，「感覚が鋭く，この辺にはいない娘だ」と紹介し

た。彼女はグループのマドンナ的存在になった。そ

の後，演劇活動に取り組んだこともあって，村の娘

も参加するようになった。その中から一部に，カッ

プルもできた。当時，村にあった青年団は行事や農

業技術中心に活動する主流派であり，社会文化活動

中心の「こぶし」グループと対抗した。懐中にドスを

もった青年団員に脅されたこともあった。

　1949年から50年にかけて，戦後諸改革で村は騒

然としていた。惣一郎の家は，村会議員だった父が

公職追放になった。また，農地改革が実施され,父の

応召のため貸付けた４ヘクタールを手放し，自作地

１ヘクタールを残すのみとなった。他方,忠男の家は

３ヘクタールの完全小作農から自作農になった。「こ

ぶし」ｸ勺レープもその頃，石垣や忠男など政治思想

に目覚めた者と惣一郎などそうでない者とて分裂状

態になった。ただ，「こぶし」の仲間で，農地改革に

ついて直接に話し合うことはなかった。

　1950年，惣一郎は農業に見切りをつけ，東京の大

学に入学したので，「こぶし」や村との縁が切れた。

忠男は，村に残って青年団とは距離をおきつつ，気

のあう仲間達と生活記録運動や演劇活動に引き続き

かかわっていった。」　　　　（聞き取り調査による）
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　青年教師・石垣邦雄の演劇関連の追想

　石垣邦雄(1926年生）は，若い頃は教師として，

またその後公民館職員として，青年達の活動を下

支えし，多大の影響を与えた。氏の人生は長瀞小

学校の在学中に教師・国分一太郎に出会ったこと

で決まった感かおる。

　　「自分は尋常小学校の3～5年に，国分一太郎先生

　に習った。熱心で素晴らしい先生だった。毎年,創作

　劇をやった。３年は「いつまでも終りにならない話」，

　４年は「3人で２本づっかっぐ」，５年は「1本のろう

　そく」であった。例えば,「3人で２本かっぐ」は材木

　３本を３人でそれぞれ２本肩に担ぐにはどうすれば

　良いか，というなぞなぞ話だった。ユーモラスな内

　容のものが多かった。　アカとして追放されたが，当

　時の国分先生はもっとヒューマニズムな立場から活

　動されていたのではないか，と思う。」

　　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　　「先生は，方言を大事にしました。私たちに綴り方

　を教える時，「しゃべったこと（会話）は，しゃべっ

　たとおり，「　」をつけて書け。東京言葉はしゃべっ

　てないから，しゃべってないことは書くな。会話以

　外のことは教科書に書かれているように書け」。そし

　てその綴り方の集大成が文集です。……文集には，

　上手な人だけのものを載せてくれたのではありませ

　んでした。一人一人のスペースを取り，クラスみん

　なの詩や綴り方を載せてくれたのでした。」

　　　　　　　　　　　　　（石垣, 1986, 58ページ）

　　「自分が長瀞小学校の教師になり，学校当直のと

　き，にぶし」の連中が集まってきた。松田甚次郎の

　本を読んで，「農民演劇をやれ」という言葉に触発さ

　れた。 47年の演劇大会で「植物医者」（賢治作）を

　やったところ，好評を博したので，青年達は自信を

　待った。その後，自分は，学制改革で東根一中へ転任

　し，48年10月（レッドパージになる前）に教職を辞

　し，農業に戻った。」　　　（聞き取り調査による）

　「こぶし」は文芸志向により結ばれた青年学校

や農学校の仲間であり，社会や人生観を学ぼうと

した，長瀞村での戦後初のサークル活動だった。

それが1947年から49年にかけて，村上元三作

「青雲亭」，宮渾賢治作「ポランの広場」など，五

つの新劇を上演した。それが，長瀞村での戦後演

劇運動の幕開けとなった（以下，「青年サークル演

劇（前期）」と呼ぶことにする）。

４ 青年団の演劇参入とその全盛

　（１）青年団活動の全国および長瀞村の動向概要

　長瀞村の戦後青年演劇運動を理解するうえで，

青年団活動の全国動向は重要な社会的背景であ

る。そこで，その概要を青年団全国連合組織が自

ら編纂した創立20年史により整理しておこう。

　昭和戦前期において，（市町村単位の連合）青年

団は，国家の権力機構の中に取り込まれ，戦争に

協力させられた挙句に，学徒隊の結成にともない

解体させられた。そのため，終戦後の青年たちは，

市町村連合青年団組織のない中で，集落単位に事

実上残っていた青年団を核にして，活動を始めな

ければならなかった。当時，農村には大勢の青年

がいた。ただ，旧態依然とした組織と運営方法

（網羅主義，年中行事の下請，女子の未加入など）

を踏襲する青年団も多かったので，飽きたらない

一部の青年たちは，サークル活動を別途に展開し

た。

　他方，青年団の組織化は政府サイドでも進めら

れた。日本政府は敗戦による混乱を切り抜ける一

方策として，青年組織の再建を推奨した。 GHQ

（連合国軍最高司令部）は，はじめ国家主義的臭い

のする青年団を警戒したが，アメリカ流の社会教

育政策（公民館を拠点とした社会教育の充実。青

年団活動の目的を教養，奉仕活動，レクリェー

ションにおくなど）を推進するとともに，冷戦下

で社会的安定をはかる視点から，青年団を支援す

る方針に転換した。

　こうして，青年団の再組織化は下部から上部へ

という順序で, 1940年代後半には県レベルでの連

合青年団協議会が，そして51年には全国レベルで

日本青年団協議会が結成された。 1940年代後半～

50年代前半は青年団の拡充期であった（日本青年

団協議会編, 1971)。

　さて，戦前の長瀞村において，全村的組織とし

ての青年団（「長瀞自彊会」, 1911年に結成され，

第二次大戦中に解散と推定）と消防団を核とした

村内４班毎の青年団が存在した。戦後，その班毎

の青年団が消防団的性格を薄めた青年団として再

編された（呼称も，第1，2分団などのナンバーか

ら「晃南」「城北」などの漢字名へ変更）。それら
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が1947年に連合して「長瀞青年会」（村連合青年

団）となり, 1950年に隣接の１集落を編入，54年

に長瀞村が東根市へ併合されるとともに同市連合

青年団傘下の１構成組織と位置づけられた。この

時，他町村との横並びで呼び方を「青年会」から

「青年団」へと変更した。団員数の多かった1950

年代までは班毎の分団がかなり自立性をもち，独

自に演劇を上演したり，生活記録誌を発行した。

　（２）長瀞村の青年団演劇（前期）の高揚

　「こぶし」は，そのサークル活動の中で公民館の

存在(1947年制定の教育基本法）を知った。それ

は，「新聞，雑誌，本が揃えてあり，誰でも，いつ

でも集まり，自由に話し合える」施設だという

（長瀞公民館文部大臣賞受賞祝賀会実行委員会，

1988)。また，市町村に社会教育委員会が設置され

た。それらに刺激されて，青年団および「こぶし」

は，長瀞村当局へ公民館（とくに図書館）の設置

を請願する。その請願に応える形で，村当局は，

中学校に間借りして長瀞村公民館（とその図書

館）を1948年に開設したのだった。

　ただ，サークル「こぶし」と青年団とは，青年

の組織としての活動という点で共通するものの，

組織の性格にかなり違いがある。サークルが青年

有志による，特定の目的のために集う機能集団

（文化会系中心）的性格が強いのに対して，青年団

は同じ地域にすむ青年同士の親睦を目的とし，

様々な行事や活動を担う集落下部組織として基礎

集団（体育会系中心）的性格をおびるのである。

そのため，二つの集団メンバー間には肌合いの違
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いかおり，対抗意識も存在した。

　「こぶし」は学習を積み重ねるうちに，やがてイ

デオロギー的に内部分裂の様相を呈した。そうし

た中で青年団はこの分裂した「こぶし」メンバー

の過半を組み込み，演劇に取り組み始める。青年

団は演劇を従来のように，祭の余興としてではな

く，主要な団活動として位置づけたのである。別

言すれば，それは，当時の青年団が活動の重心を

祭りや運動会などの社会的行事から文化活動へと

シフトさせたことを意味している。 1951年に長瀞

村青年団長に就いた菊池修治は「こぶし」のメン

バーだった。

　当時の長瀞村青年団は組織の確立・拡充期にあ

り，その活動の中での演劇活動の位置づけも年々

変化した。 1950～52年の青年団活動の様子を青年

団資料によりみると，委員会の開催回数が平均月

１回，総会のそれが平均年1→2→4回と増加しつ

つあった。

　この委員会と総会の協議事項の内訳をのぞいて

おこう（第１表）。

　①　青年団運営・規則・普請等の協議項目数は

　　全体として最も多く，かつ年々増加した（3

　　年累計で40）。長瀞村青年団は，居住地を接

　　する４集落毎に分かれて作られたが, 1947年

　　に連合体をつくり，50年にさらに２キロほど

　　離れた集落のそれを編入した。 1951年には青

　　年団の会則を制定するとともに，郡青年団へ

　　も加盟した。 1950～52年はメンバーが増え，

　　制度化の進められた時期だったのである。

　②　体育部を青年団内部に設けて，運動会・卓

第１表　青年団委員会および総会・臨時総会における内容内訳別・年度別の協議件数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:件)

青年団運営・規則・普請等

体育部事業

文化部事業

その他の部の事業

公民館・教育委員会関連

役場・選挙関連

その他

1950

９
　
０
　
６
　
０
　
６
　
″
ａ

　
　
　
１

1951

４
　
１
　
９
　
４
　
１
　
８
　
り
乙

１

1952年

７
　
i
ｎ

１

０
　
４

１

C
Ｏ

L
Ｏ

０

資料:長瀞村青年会「昭和二五年四月以降　会議録　No. 1」（内部資料）．

注．この「会議録」は，長瀞青年団の定例的な委員会と総会・臨時総会については洩れなく記録するが，

　臨時委員会や諸行事については偶発的で記録しないものもあるように見受けられる．
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　　球大会などを主催するほかに，村役場主催の

　　野球大会・村民体育祭や他村との対抗駅伝・

　　陸上競技大会などへ協力していた。 1950年度

　　は，体育部事業が10件も協議されていて，体

　　育活動全盛の感かおる。その協議数が1951,

　　52年度に減少したので,体育関連の行事が下

　　火に転じたのではないか（恒例化して協議さ

　　れなくなったという可能性もある），と思わ

　　れる。

　③　文化部事業は，6→9→10件と増加し，青年

　　団の主な協議項目になりつつあった。 1950年

　　度は青年団が「こぶし」の活動とそのメン

　　バーを取り込み，はじめて村主催の文化祭へ

　　出演した。青年団が演劇に取り組んだ理由

　　は，それが団員の連帯感を強める，或いは，

　　女性の団加入を促し男女交流の機会をつく

　　る，などの効果のためである。そして，演劇

　　出演に対し，公民館より6,400円の補助金を

　　もらっている。演劇には，経費がかかったの

　　である。

　　　ただ，当時の文化部事業は，文化祭へ協力

　　（演劇や舞踊）のほかに，映画上映会，プロ演

　　劇団興行を柱としていた。これらは，青年団

　　の財源獲得に貢献したので（例えば，あるプ

　　ロ演芸団の興行の場合, 7,719円，またある映

　　画の場合, 3,355円の純益をあげた），全体と

　　して文化部事業は青年団のドル箱になってい

　　た。

　さて，演劇に関して，青年団は1951年度に本格

的に演劇活動の開始にむけ舞台の幕を購入し，幕

開き公演をした。 1952年には，各部内にインタレ

ストグループによるクラブ創設をはかり，文化部

ではコーラス，演劇,舞踊の３クラブを設置した。

そして，これら３クラブが村主催の文化祭へそれ

ぞれだし物（例えば，演劇２本）を出して，祭を

盛り上げたのだった。

　だが，その経費が7,260円かかった。 1952年度

の青年団収入は36,050円，うち221入の団員から

の会費収入11,050円で，残りは各種事業により資

金獲得の遣り繰りをしてきた青年団にとって，そ

の負担は重かった。

　他方で，前年に約35キロメートルほど長瀞村

の南にある南村山郡山元村（現上山市）の無着成
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恭(1927年生）が『やまびこ学校』を刊行したこ

とを契機として，生活記録運動は燎原の火のよう

に長瀞村にも広がりつつあった(11)。演劇熱もいや

がうえにも高まっていた(12)。

　この生活記録運動が，長瀞村の青年団活動を一

挙に活性化したことは，疑いない。長瀞村では青

年団５分団のうち四つ，ほかに後述の青年学級が

生活記録誌をそれぞれ発行した。当地で刊行され

た生活記録誌のうち，いま著者の手元には現物16

誌分コピーかおる。その掲載文（意見・エッセイ，

詩歌など）のほとんどは構成メンバー自身により

書かれたものだが，ごく一部だけ外部者のものか

おる。多い順に，その外部者名と掲載文の種類

（本数）を列挙すれば。

　真壁仁・論文(2),宮渾賢治・詩(2),須藤克

　三・論文(1),国分一太郎・論文(1),その他に

　詩として，島崎藤村,山村暮鳥，カール・フッセ

　各１編，短歌１人４首，俳句３人６句，歌曲4，

である。

　真壁仁（農民詩人・評論家，国民教育研究所初

代所長, 1907年生）および須藤克三（児童文学者，

教育文化運動の指導者, 1903年生）は山形にあっ

て積極的に青年団と交わる理論的指導者として，

また国分一太郎は東京から支援する形で，当地の

生活記録運動を推進した。山形が，生活記録運動

において長野と並んでその拠点となったのは，単

に『やまびこ学校』刊行地であったためではなく，

これら３人の文化運動指導者の指導に負うところ

が大きい。そして，手作りをモットーにした生活

記録誌の中で，これら文化運動の指導者と並んで

賢治が登場するのは，当運動の理念に賢治が文芸

を介して及ぼした影響の大きさを示唆するもので

あろう（賢治は，今でこそ日本を代表する詩人・

童話作家であるが, 1940～50年代前半まではいま

だ名声が未確立な時期であったくちなみに，筑摩

書房の宮沢賢治全集の刊行1957年＞。むしろ，賢

治の名は当運動とあいまって全国に広まっていっ

た，と理解した方が自然である）。

　この生活記録運動の隆盛期と重なる1950～57

年が,長瀞村演劇史上においても全盛期で，「青年

団演劇（前期）」という一時期を画することにな

る。具体的には, 1950年に２本，51年に１本，52

年に２本，53年に11本，54年に４本，55年には
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５本，56年に４本，57年には３本が上演された。

農文協などから刊行された既成脚本巣から，プロ

作家の脚本を選定し，演じていた（第１図）。

　注目すべきは, 1957年に青年団員により書かれ

た脚本にもとづく創作劇があらわれたことであ

る。具体的には，「吹雪」（吉田好夫作）は出稼ぎ

問題，「かっこうの鳴く頃」（植松宏作，創作グ

ループの協力）は農地の交換分合を先取りし取り

上げたものである。農民の，農民による演劇の誕

生と言えよう（当時，全国的にも創作演劇が出始

めた）。その最盛時には，各地でコンクールも盛ん

に行われ，観客も多い時には1,000人くらい集

まった（なお，文部省「青少年演劇団体調査表」

1955年によれば，当時山形県内には22の演劇団

体が存在した）。

　（３）最盛期青年団の問題点とクラブ活動

　最盛期の青年団における悩みの一つとして，当

時同様に拡張しつつあった公民館との重複活動の

調整という問題があった。公民館は戦前からの青

年学校を青年学級に再編成して事業の柱とし，そ

の傘下に社会教育文化分野の６部を設置した(13)

が，それが既にある青年団の部活動と競合したの

である。1951年１月に聞かれた公民館の各部役員

と部員の選出委員会に，青年団長は「青年会（＝

青年団一著者補）が主体となって，役員の構成を

計る」案でのぞんだが，他の委員から「公民館と

言う責任重大を感じ，青年会が主体となって部員

の設置は不可能」と反論が出て，「広く村一般」か

ら部員を選出することになった。

　その結果，部員数は６部全体で一般人67人に
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対して，青年団員39人というシェアが，また，文

化部役員には青年団長と小学校長の２人が就くこ

とが決められている。

　他方で，青年団による演劇活動も次第に困難に

なってきた。理由は二つある。一つは経費のかか

る演劇は青年団の重荷になったこと，二つは青年

団本来の活動がおろそかにされる傾向が強まった

ことである。　当時，「青年会では少し年輩になる

と，役員になる責務をのがれて退団し，青年学級

に籍をおき，クラブ活動にのみ参加」（以上の引用

は青年団資料による）する者が増えたのである。

　全国的な動向としては，公民館を利用する諸団

体のクラブ活動が，社会教育法の1951年改正等

により次第に充実しつつあった。と同時に，文部

省は当時の社会情勢（朝鮮戦争や左右政治勢力の

対立の先鋭化など）の影響によりそれまで保守的

であった青年団が左傾化したのに対抗して，公民

館傘下の青年学級を軸に，青年団とは別途に青年

の再組織化を企てた（寒河江, 1959)。他方で，長

瀞村の事情として，生活記録運動の高揚で演劇が

青年団分会単位に競って上演されるほどの活況を

呈したが，反面で経費負担の軽減化のために公民

館からの補助金が欠かせなくなっていた。そこ

で，青年団と青年学級（公民館）が1955年12月

に協議をして，演劇活動を公民館のクラブ活動と

してやり，青年団が応援に回る形へ切り替える旨

の申し合わせを交わしている。だが実際には，演

劇は青年団のクラブ活動として従来通り続けら

れ，形式的に公民館クラブ活動として補助金をも

らう形に落ち着いた。当時の青年が半ば官製の公

民館・青年学級クラブに堅苦しさを感じて，従前

通りの青年団クラブを中心に活動していたからだ

と言う。

　ここで，青年団演劇（前期）期にあたる1955年

４月から10月の凡そ半年間,長瀞公民館ではどの

ような会合・クラブ活動が行われ，その申で演劇

活動はどの程度のシェアを占めたか，青年学級な

ど公民館主導の活動は青年団活動と比べてどの程

度のシェアを占めたかについて，長瀞公民館「日

宿直日誌」により眺めておこう（第２表）。

　公民館を利用する会合・クラブ名とその活動回

数，および１回当り平均参加人数（但し，参加人

数の記載は利用総数の７分の6）を示せば，次の
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ようである。

　①　文化系クラブ活動がスポーツ系活動となら

　　んで非常に盛んで，その中心が演劇クラブで

　　あった。活動回数の多いベスト４の活動回数

　　（平均参加者数）をあげると，演劇クラブ42

　　回（18人），柔道クラブ52回（8人），舞踊ク

　　ラブ23回（12人），球技クラブ13回（27人）

　　である。

　②　1955年当時,青年学級とそれに関連する生

　　徒会活動が，それなりに盛んになった。青年

　　学級の授業は11回（38人）だった。また，組

　　織活動としての会合数は，青年学級が役員を

　　選び構成した生徒会は12回（10人）に対し

　　て，青年団のそれ（委員会）は14回（12人）

　　だった。

　このように1955年当時の青年団は，公民館・

青年学級と競合関係をはらみながらも連携し，活

発に活動していた。具体的には，青年団は公民館

から施設供与と資金的助成を受けつつ，主体的に

レクリエーション中心のクラブ活動に取り組み，

青年学級は授業中心に学習していたのである。

　以上から, 1950～57年の青年団活動が青年を結

集して全盛期にあったこと，その中で文化部事業

が体育部事業に替わって中心事業になったこと，

第２表　長瀞公民館(1955年上半期＊1）のグループ活動別の利用回数と平均参加人数

団　体　名 会合・練習回数　　平均参加人数
　イベント*2.

総会・授業数　　平均参加人数

A-1　演劇クラブ（同好会含め）

A-2　映画会*4

A-3　舞踊クラブ

A-4　読書クラブ

42回　　　　　　18人

　4　　　　　　　　17

23　　　　　　　　12

　4　　　　　　　　12

　　回　　　　　　　*3　人

　　4　　　　　　　　600

　　4　　　　　　　　54

非該当　　　　　非該当

B-1　柔道クラブ

B-2　球技クラブ

52　　　　　　　　8

13　　　　　　　　27

C-1　青年学級 12　　　　　　　　10 11　　　　　　　　　38

D-1　青年団委員会

D-2　青年団・学級*5文化部

D-3　同上　体育（厚生）部

D-4　同上　　　　広報部

14　　　　　　　　12

11　　　　　　　　11

8　　　　　　　　15

5　　　　　　　　9

2　　　　　　　　91

1　　　　　　　1,000

Ｅ　公民館自体 12　　　　　　　　　7

F-1　婦人会

F-2　獅子踊り*6

F-3　地区子供クラブ

F-4　農業３団体*7・講習会

F-5　学校・PTA

F-6　地区懇談会

6　　　　　　　　20

5　　　　　　　　20

6　　　　　　　　37

8　　　　　　　　10

6　　　　　　　　24

1　　　　　　　　120

1　　　　　　　不明

4　　　　　　　　40

2　　　　　　　　33

資料：長瀞公民館「日宿直日誌　昭和30年４月」（内部資料）．

注(1) 5人以上のグループ活動と４名以下でも青年団３役会議のような組織会合とわかる活動のみを拾い上げた．また，

　　文芸誌編集会議など広域で頻度数の少ない会合は省略した.

　（2）「平均参加人数」は，参加人数の不明を除いて算出した．参加人数の不明回数は，会合・練習の場合，Ａ文化４

　　クラブ各1，Ｂ柔道10，球技1，Ｃ青年学級1，Ｄ青年団・委員会2，青年団・学級各1，Ｅ公民館3，Ｆ婦人会2，

　　子供クラブ3，農業３団体1.また，イベント・総会・授業の場合，Ａ映画2，Ｆ獅子踊り1，であった.

　（3）符号注釈

　　　＊1　日誌の記帳は, 1955年４月19日から10月31日までの凡そ６ヶ月である.

　　　＊2　イベントとは，講習会やダンスパーティ，映画上映会等の催しを指す.

　　　＊3　イベントとしての演劇大会は上半期集計なので開催がないが，仮に１年間集計であっても無料なので観客動

　　　　　員数が把握されなかった.

　　　＊4　映画上映会４回の各主催団体は，青年団（文化部），消防団，消防団・青年団・公民館共催，青年団・婦人会

　　　　　共催，であった.

　　　＊5「Ａ　各文化クラブ」「Ｂ　各スポーツクラブ」および「Ｄ-2以下の各青年団・学級○△部」は，多くが青年団

　　　　　所属だが，公民館青年学級所属のそれと仕分けられない込みの集計値である.

　　　＊6　獅子踊りは地域をベースにしたクラブ活動と考えられるので，表側Ｆに分類した.

　　　＊7　農業３団体とは，農業クラブ，4Hクラブ，農民組合である．

-
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演劇は青年団のクラブ活動として取り組まれたこ

と，等を知るのである。その他として，当時の左

右政治勢力の対立する社会情勢が長瀞村の演劇活

動にも波及して，演劇を青年団のクラブ活動から

公民館・青年学級のそれへ移すという問題が起き

たこと, 1950年代当初は青年団のドル箱であった

演劇は50年代中頃になると経費のかかるクラブ

活動へと変化しており公民館の補助金が欠かせな

くなっていたこと，そのため形式上は青年学級の

クラブ活動へ位置づけ，実質的には青年団のクラ

ブ活動として存続させるという現実的な妥協策が

取られたこと，それらは1950年代の興隆しつつ

あった青年団と公民館との間で一時期に起きたイ

ニシアティブ争いという全国情勢が，長瀞村の演

劇活動をも巻き込むものであったことを示してい

る。

5｡生活記録運動の衰退と青年団および

　　サークル演劇の盛衰

　（１）生活記録運動の衰退

　サークル活動として, 1950年代前半に一世を風

扉した生活記録運動は，50年代後半になると急に

衰退した。それは，青年団の停滞とあいまって，

青年団演劇の展開にも大きな影を落としている。

この生活記録運動の理論的支援者であった鶴見

(1963)は，その衰退理由を，当運動の「実感ベッ

タリ主義」や「仲良しクラブ」的性格に求めてい

る。

　また，長瀞村青年団の森谷秀男は，分団生活記

録誌に，次のように書いた。

　　「全国的に生活記録運動が発せられてあるので，Ｓ

　先生に一寸たずねて見た。先生はこう言った。生活

　記録を付けて読みながら問題を見っけて解決し，

　日々の生活を少しでも豊かにする方法であると強く

　言われて，僕はなるほどと思い話だけは満足してき

　いたが，やっぱり青年会で作成してみると，問題を

　みつけて解決するどころか，問題を作り上げて放つ

　ておくにすぎない……といえるのではなかろうか。

　なぜなら，これまで晃南青年会では二回文集を発行

　したが，何の利もなし，紙代の赤字としか考えられ

　ない。」　　　　　　　　　　　　　　　（森谷, 1956)

　さらに，自らも当運動にかかわった農民で評論
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家の斉藤たきち（山形市在住，国民教育研究所員，

1935年生）は，次のようにその理由を述べてい

る。

　　「衰退理由は，その運動自体の中にあった。生活記

　録運動は，目標を封建的で非合理な社会経済体制か

　らの脱皮においたので，経済成長と共にそうした目

　標が実現の方向へと向かい，運動自体も胡散霧消し

　たのだ，と。」　　　　　　　（聞き取り調査による）

　生活記録運動は，文芸サークルの形でおしすす

められただけでなく，青年団や青年学級の中にも

浸透し, 1950年代中葉には全国を席捲した社会文

化運動になった。けれども，その活動はすぐに限

界にぶつかった。政治志向の強い青年は，記録活

動をまどろっこしく感じ，より直接的な政治活動

へ踏み込むようになった。また，文芸志向の強い

青年は，記録だけでは物足りなくて，より深いレ

ベルでの芸術を追究し始めた。さらに，その他多

数の青年一般は，経済成長とともに農外就職や出

稼ぎにつき，文芸サークルや青年団から足が遠の

いたからである。

　当運動の興隆とその急速な衰退は，長瀞村にお

いてもめまぐるしいグループ再編過程となってあ

らわれる（第２図）。この時期に重要な役割を果た

す青年として，青野惣十郎(1928年生）がいる。

青野の生い立ちとその活動経過を簡略に紹介しよ

う。

　　「自分は中農の五男として生れた。山形師範学校

　卒業の1949年に，もう赴任先の学校まで決まってい

　たが,健診でひっかかった。自家に戻り，静養がてら

　農業を手伝った。挫折感から人生に悩んでいたとき，

　尊敬する牧師と出会って，クリスチャンになった。

　　師範学校時代，自分は自家から通ったものの，自

　治会副委員長などをして学校生活で明け暮れた。師

　範学校の自治会活動（当時は師範学校の大学格上げ

　運動が中心）と比べて地元青年団のそれは幼稚な気

　がして付き合っていなかった。　けれども，卒業後は

　進んで青年団に入っていった。

　　この時期，文芸好きが縁で，小学校の同級生・吉

　田達雄との旧交を深めた。「こぶし」の左翼政治党派

　性と一線を画した文芸誌「あらくさ」を吉田ら６人

　でっくった。詩を中心とした文学趣味の濃厚なサー

　クルだった。

　　1950年代前半は米軍基地反対闘争が地域で起き，

　世贋が騒然としてきた。　自分や吉田らは，政治にめ
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　ざめて，いまは文学の世界に閉じこもるべきではな

　いと思い，文学にとどまるべきだとする仲間と扶を

　分った。それには当時の社会文化運動の指導者・真

　壁仁と須藤克三の訓導から受けた影響が大きかっ

　た。

　　そして，旧にぶし」など急進的な社会活動クルー

　プと連携して, 1954年に生活記録誌「村山」を創刊

　した。」　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　青野は師範卒で年かさであったこともあって文

芸サークル中心に活動したが，性格が温厚で青年

団との関係も良好だった。そのため, 1956年に，

真壁仁が山形市近郷の七つの生活記録運動サーク

ルを糾合して，「新しい土の会」を設立するよう指

導したとき，青野は「村山」を再編して作った長

瀞村全体の生活記録誌「がつご」（当時，長瀞村で

は各分団毎に生活記録を発刊）を立ち上げ，「村

山」メンバーのほかに青年団員有志も加えて，大

挙して参加した（計35名で，総人数の40パーセ

ント）。この会の代表となった青野は，「新しい土」

創刊号の「あとがき」で，その経緯と設立趣旨を，

次のように書いている。

　　「戸沢（村）で真壁仁先生が来たとき，高橋君宅で

　仲間達の座談会をやった時，今，県内には多くの文

　芸サークルや，青年団,青級等の機関誌かおるが，み

　な，ばらばらの歩みを続けている。　これから，この

　サークルや機関誌との交流をはかるような，ひとっ

　の共通の「ひろば」をもったらどうだろうかとの

　……泥

　なったのです。……

　　各地域での生活記録運動の中に，創作活動の中

　で，おしすすめてきたこれらを，更に「新しい土」の

　会の広場にもちだして，より広く，高く，解決して，

　実らせてゆこうとの話し合いが「新しい土」の会の

　方針となったのである。」（青野,1956, 58～59ペーの

　また，真壁は，当会の設立趣旨について，当創

刊号で次のように述べた。

　　「宮渾賢治は，農民がそれぞれの個性に応じて文

　学や音楽や舞踊や演劇をやる力をもっていることを

　信じ，それは職業的な芸術家の作品よりずっと本も

　のであると考えていた。　そしてそれは「常に実生活

　を肯定し，これを一層深化し高くせんとする」はた

　らきだといった。「実生活を肯定し」感興がわけばい

　つでも創作の筆をとり，筆をとっているうち「生活

　を保証」される状態をいっている……

公民館

青年団

青年学校→

班毎に青→
年団

公民館開設48　　村文化祭51

青年学級48

長瀞村連合

青年団47

広報誌発行55　　若妻学級57
　つ｀い青年学級日ﾖに。。

　　　　　　町村合併で東根市　　4分団が各々生活記録
→連合青年団傘下54　　誌を刊行55~57　　長瀞演劇研究会57

　　　　　　　　　　　　　　　　　[77T77T]晃南分団
城北分団
新興分団

雁乗分団

サークル｢了7T146→青年団吸収……一合流

　　　　　　(6人)　　　　　　　　　ＦＴてT149－合流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6人)　　　　ｈｔtp://www..　　　　　　　　　　　　　　　　

｢Will 154→｢Ｔ石７156

ｆ

ふ

９蜘９．,
……………………………………

(竺竺ケ

長瀞村外(県内)の動き

青年団連絡会46　　連合青年団結成49　『やまびこ学校』51

　　　　　　　　　F7TTTIの会56→地下水57－＝診尚二言士

青年問題研究会/青年政治連盟55　国民教育研究会57　連合青年団分裂58

第２図　1940年代後半から1950年代中葉の長瀞村における公民館・青年団・青年サークルの展開過程

注（1）□で囲ったのは生活記録誌名，アンダーラインは文芸誌またはグループ名，数字は発足年次，（　）内数字は発足

　　時の参加者数を示している.

　（2）主要な組織・グループの結成時の中心人物は，「ごヱ‾口が奥山惣一郎・奥山忠男そして少し遅れて石垣邦雄，医‾祠‾百

　　が青野惣十郎・吉田達雄，賦雨と匠混が青野惣十郎，僻耳‾田の会が須藤克三・真壁仁・青野惣十郎，長瀞演劇

　　研究会が奥山忠雄，地下水が真壁仁，もんぺの子が須藤克三，であった.
　　-　-
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　　しかし芸術の創作を可能にする生活を，それでは

　どうしてっくってゆくかという変革の理論がぬけて

　いる。それが「農民芸術論」を理想論にしている。

　　農民のなかにある創造的なエネルギーをあまり高

　く評価することは，いま行きすぎのように思われて

　いる。……Cﾅれども私はそんなことはないと思う。

　……生活記録と文学とはもちろんちがったものであ

　るけれども，生活記録以外の作品を書く自由と，書

　く力とは農民にもある……

　　私たちは，書く自由を生活の中にたたかいとって

　ゆこう。そしてどしどし，あたらしい形式を生みだ

　そう。……自由な人間の創造エネルギーによって，

　現実変革の記念碑をつくりだそう。」

　　　　　　　　　　　　　（真壁, 1956, 3～4ページ）

　「新しい土」の会は，個々の生活記録運動体の連

合によって，社会変革と文芸創造の二つの追求を

それぞれにレベルアップし，当運動の再編をめざ

すものだった。真壁自身は，上記の引用が物語る

ように，この会がもつ社会変革の力に期待してい

たし，また，社会変革の実践と文芸活動との未分

化性に新たな文化創造の可能性を信じたのだっ

た。

　だが，「新しい土の会」は事実上翌年には消滅し

た。その理由について，青野は，次のように語っ

ている。

　　「メンバーが仲違いして分かれたわけではない。

　同会のメンバーは広範に散らばっていたので，なか

　なか集まれなかったことや，生活記録運動のもつ物

　足りなさを同会も克服できなかったことが消滅の理

　由としてあろう。また，昭和30年代になって所得・

　衣食など消費生活が充たされてきたし，自分で本・

　その他から情報を集められるようになった。さらに，

　運動を担った世代が家庭を待ち単に情熱だけでは済

　まなくなったことも影響している（青野も暫く後に，

　婿養子として山形市へ転出し，運動から離れてゆ

　く）。」　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　その他，社会運動面での理由をあげれば，県レ

ベルでのサークルと青年団との連携の不調，党派

抗争の発生(14)等かおる。真壁の「新しい土」最

終号での次の記述は，その側面を示唆している。

　　「ぼくは戦後の青年団を民主的な青年の集団とし

　て日本の民主主義発展史のなかに位置づけたいし，

　大集団としての組織力が社会的にはたすべき役割に

　ついて大きな期待を抱いている。　ここ二，三年来の

相川：農村演劇運動の思想的系譜と展開過程

　青年活動が地域小集団のなかに凝集され，サークル

　化してきたことも，大集団への分派行動ではなく，

　逆に大集団の持ちえないものを補いながら，組織を

　強めていく力であるというふうに評価してきた。

　……県団（山形県連合青年団一著者補）は……この

　下部のエネルギーを……組織できないでいる……。

　　日青協（日本青年団協議会一著者補）は民主派と

　ＭＲＡ派が対立し，民主派が次第に役員組織の中か

　ら追い出されている……政党のボス勢力は選挙のだ

　めに大集団としての青年団をどうかして掌中におさ

　めたいと餌をなげあたえ，社会教育行政は事業共催

　費その他財政的なほどこしで青年団を掌握しようと

　し，良心的な社教主事・公民館主事の追い出しが，

　昨年は各地で行われた。……

　　権力支配と財政的拘束から青年団の組織と活動を

　まもるためにこそ行動しなければならなかった。

　……県団自体が，青年の自主性をつみとるような，

　そうした力のとりこになるようなことが，もしある

　ならば，内部から崩壊するほかなくなるだろう。」

　　　　　　　　　　　　（真壁, 1958, 5～8ページ）

　社会の変革と文化の創造との二兎を追った「新

しい土の会」は，メンバーが生活記録運動のリー

グ一層であっただけに，いっそう志向の違いが明

らかになって分解した。一部メンバーは政治活動

へ突き進んでいった。他方，文学志向の強い一部

メンバーは，真壁が1957年に設立した農民文学

同人誌「地下水」や，須藤克三が作った童話同人

誌「もんぺの子」に参加した。そして，ここから

左翼的な社会観と「農」のアイデンティティを強

調する一群の農民文学者が，やがて輩出する。

1960年代後半に復活する青年団演劇（後期）の劇

作者・吉田達雄もその一人である。

　（２）青年団演劇（前期）の衰退とサークル演

　　　劇（後期）の盛衰

　隆盛を誇った青年団演劇（前期）も，終焉の時

を迎えようとしていた。 1950年代後半になると，

養蚕など農業が不振となり，出稼ぎに出る者が増

えたので，文化活動をする余裕がなくなって，青

年団もまとまらなくなってきた。また，生活記録

運動の急速な衰退という社会情勢の変化も影響し

た。

　演劇に際して，役者不足（とくに，女優）でせっ

かく選んだ脚本を上演できないという事態が発生
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した。このままでは，演劇活動が途絶えてしまう

という危機感と，往時演劇活動をやった青年団

ＯＢがもう一度演劇活動をやってみたいという思

いとで，「長瀞演劇研究会」がサークルとして設立

されたのが, 1958年である（当時の青年団の上限

年齢は23歳だった）。

　その中心は，当時29歳の奥山忠男であり，幾人

かの青年団演劇に加わっていた「こぶし」メン

バーだった。そこへ植松宏(1932年生）が合流し

た。植松は山形大学在学中に演劇部員で,卒業後，

家庭の事情で生家の農業を継ぐことになり，農業

のかたわら青年団で演劇活動をした。奥山は，自

らの演劇活動との出会いと「こぶし」以降の歩み

を，次のように述懐している。

　奥山忠男の回想

　　「実は，自分はもともと内向的であった。演劇に出

　会うことで初めて，自分の能力（脚本の見立てや演

　出力）を発見し，外向的な性格になった。手当たり次

　第に演劇の本を読み漁り，総合芸術としての演劇を

　追究した。演劇活動を通じて，仲間をつくることが

　出来た。

　　「こぶし」解散後，他のメンバーはすんなり青年団

　に入って活動したが，自分だけは青年団になじめな

　かった。一線を画した立場で，演劇の勉強を続けた。

　演劇は総合芸術であり集団で作り上げるものだ。観

　客に感激を与えるためには，質が高くなければなら

　ず，それには専門知識が必要だ，と考えていた。た

　だ, 1950年代前半は，青年団の会長からことごとに

　敬遠され，出番がなかった。だが,世代交替して自分

　の親しかった青年たちが青年団幹部に就きはじめた

　1955年以降，毎年一本の劇の演出を頼まれるように

　なった。長瀞演研時代は自分が会長の座につき，植

　松宏がもっていた高度技術を導入して，舞台表現を

　レベルアップした。」　　　　（聞き取り調査による）

　こうしてスタートした長瀞演劇研究会の演劇活

動（「サークル演劇後期」）だが，実際には1958年

２本，59年２本，60年１本の，３年間５本の上演

活動で，幕をとじる。当時の演劇活動とその衰退

について奥山は，こう説明している。

　　「1950年代までは軍国主義国家の崩壊による解放

　感で，若いエネルギーが爆発し，村はわき立ってい

　た。当時は文化や娯楽が少なかったので，手作りの

　配電盤，ベニヤ板やトタンで作った照明用具を使っ

　て上演し，自分達で楽しんだ。「ない」ことで逆に民

　衆のエネルギーが引き出されたのだ，と思う。

　　しかし，高度経済成長期に入るとともに国家社会

　体制が確立し，農村生活もその中に組み込まれて

　いった。青年は出稼ぎや兼業に出かけて，悠長に芝

　居をしているヒマなどなくなったし，テレビなどの

　普及により文化は与えられるものに変わった。それ

　が，長瀞演研の演劇活動停止の理由である。

　　その後，自分は政治課題中心の農民運動に率先し

　て参加したが，演劇活動自体はやらなくなった。た

　だ，自分としては，芸術活動ではなく社会運動とし

　て演劇に取り組んだので，演劇活動をするのも農民

　運動をするのも同じだと考えていた。」

　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

他方，長瀞演劇研究会の終焉理由として，吉田達

雄は次の２点をあげている。

　　「一つに，当面の政治問題に触発されて，メンバー

　が政治的になりすぎたこと，二つに，農業の近代化

　も現実化し，そうした問題を取り上げたいという欲

　求はふくれあがったが，まだ書き手もあらわれず，

　劇に仕立てることができなかったこと，である。」

　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　なお，長瀞演劇研究会最後の様子は，長瀞公民

館資料の中で次のようにメモされている。

　　「世間の様子が大分変りまして，演劇発表会も出

　来かねるような状態になりました。ここまで研究会

　を続けてきたのに残念です。」

　この年(1961)の長瀞演研メンバーは総勢27

人，うち女性が７人だった。メンバー数はまだま

だ多いので，スタッフ不足が解散の理由にはなら

ないだろう。もっとも，青年団演劇の全盛期

(1954年）の演劇クラブメンバーが総勢38人，う

ち女性が21人であったから，女性の大量退会が

この間に起きて，配役に支障が生じた面はあった

だろう。

　また，上述資料には，長瀞演劇研究会の活動末

期(1961年7～10月）に会長・奥山忠男の名で出

された文書６点が綴られている。その主題は，政

治集会2，プロ劇団の興行2，演劇集会1，文学研

究会1，である。政治活動の増加状況かおる程度

うかがえる。

　本論2.～5.で述べた長瀞村青年演劇運動の形
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成から崩壊に至る経過は，次のように整理でき

る。

　①　思想的な起源は大正期の民衆芸術論や農民

　　芸術論の感化のもとに形成された宮渾賢治の

　　芸術論にある。

　②　それが山形県最上郡に伝わったのは，賢治

　　の訓導を受けた松田甚次郎の村づくり運動に

　　よる。それは，昭和10年代の時代風潮にあっ

　　て全国的に脚光を浴びた。

　③　他方，山形県には，生活綴り方を核とした

　　教育運動が教員らのなかで芽生え，北村山郡

　　長瀞尋常小学校教員・国分一太郎らの実践教

　　育活動が注目された。

　④　松田の演劇を核とした村づくり運動は松田

　　の急逝によって，生活綴り方運動は国分らの

　　教員免職・検挙によって，ともに戦中期には

　　途絶えた。

　⑤　敗戦後に，松田による演劇を核とした文化

　　活動が村山農学校教員を通じてその学生達に

　　教えられた。他方，国分の教え子・石垣邦雄

　　が生活綴り方の復活を志した。この両者が戦

　　後改革の機運のなかで結成された青年サーク

　　ルで出会うことによって，青年演劇は甦っ

　　た。

　⑥　戦後の青年演劇は，賢治の芸術論を理念と

　　しながら，演劇を啓蒙・仲間作りの手段とす

　　る松田の村づくり運動と，旧弊を科学的な視

　　線と共同学習によって近代化しようとする生

　　活記録（綴り方）運動とが融合し，社会文化

　　運動として飛躍的に発展した。

　⑦　この社会文化運動としての演劇活動を担っ

　　たのは，青年サークルと青年団であった。「や

　　まびこ学校」(1951年）刊行を契機とした生

　　活記録（綴り方）運動の盛り上がりによって，

　　青年サークルと青年団活動はともに活性化し

　　たが，他方で演劇は経費がかがるために，そ

　　の担い手がしばしば入れ替わった。

　⑧（旧）長瀞村の青年演劇の隆盛は，戦後経済

　　成長の波に洗われて終焉にむかう。生活の近

　　代化か実現され始める1950年代後半以降，

　　生活記録運動はその社会運動エネルギーを急

　　速に減退させた。加えて，農外・都会へ就職

　　する青年が増加した結果，サークル・青年団
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　活動へ参加する青年層も減少した。社会運動

　としての冷却，観客の減少および担い手不

　足，更には折からの政治情勢などの逼迫のあ

　おりを受けて, 1961年青年による演劇活動は

　中断を余儀なくされたのであった。

⑨　このように, 1950年代の演劇運動は生活記

　録（綴り方）運動に触発されたサークル・青

　年団活動の盛り上がりをベースにしていた。

　そして，生活記録運動が経済成長とともに衰

　退したのは，それが近代化を志向した社会文

　化運動であったからであり，近代化を批判す

　る「超近代化」の視野をも持っていたとする

　鶴見俊輔の評価があたらないことを示唆する

　ものだろう（反米的ではあったが）。

6｡青年団演劇（後期）の復活と終焉

　（１）農村演劇作者・吉田達雄の前半生

　吉田達雄は, 1960年代後半になって長瀞青年団

演劇（後期）が復活した時，にわかに登場する農

村演劇作者である。その登場の仕方と作風は，氏

の半生をぬきにしては理解しえない。そこで，氏

の前半生の紹介から記述を始めよう。
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吉田の生業

　「自分は，村内の商家の長男として1929年１月に

生まれた。４男５女の子沢山で，父が賃稼ぎ，母が

細々と駄菓子屋をしていた。駄菓子屋は現金売買な

ので，少しずつ経済的に良くなった時，戦争になり，

国から強制的に転業させられた。政府から得た転業

資金で，父は村のほど近くの山林１ヘクタールを

買った。 1945年,父は八百屋を始めたが,４年後倒産

した。そこで転身し，山林を30アールほど拓いて農

業を始めた。その農業は，後年に弟が引き継いだ。

　自分は高等小学校卒業後，宮城の海軍工廠に行

き，終戦を迎えた。終戦後は自家で八百屋をしてい

たが, 1949年に母と菓子屋を再開して，菓子と食料

品の店になった。菓子製造の方は，紅白饅頭など諸

行事に使われ一時繁盛したが，やがてそうした需要

が減少したので, 1962年に中止した。「貧乏で暮らし

てきたので，貧乏が身にしみた」前半生だった。

　1964年に数店と共同で隣接町へ小さなスーパー

店を出し，そこに八百屋を出店した。そこそこに儲

かった。だが，５年後には大型店との競争に敗れ，そ
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のスーパーを閉店し，

戻った。」

妻に任せていた村の八百屋に

　　　(聞き取り調査による)

　文芸活動の始動

　吉田は，自己の文芸志向について次のように語

る。

　　「学校の勉強もろくにしないで，戦争に徴用され

　たことを晦しく思っていた。戦争は終わったのに，

　神町（東根市の一地区）に米軍基地，大高根（隣接の

　村山市の一地区）に射撃場かおることも疑問だった。

　村の民主化,封建性打破で沸騰していた時期だった。

　その先頭に「こぶし」メンバーがたっていたわけだ

　が，近寄りがたかった。中心メンバーの一部は商人

　である自分を中間搾取者とみなして，差別の対象に

　した。小心な性格だったので,萎縮して，自分の居場

　所のない感じがした。反撥しながらも，自分なりに

　何かが欲しいという思いが強まり，純文学へ惹かれ

　ていった。青野らと小規模な文芸サークル誌を作っ

　た。

　　山形の生活記録運動は，当時急速に変貌してい

　た。県内の主な生活記録グループは, 1956年に須藤

　克三と真壁仁の指導のもと「新しい土の会」に糾合

　された。当時，須藤と真壁は山形の文化運動の最前

　線にあった。須藤は全面的な社会変革をめざし，エ

　ネルギッシュで村の青年達の人気も高かった。だが，

　自分は静的で文学への造詣が深い真壁に惹かれた。

　　1957年，真壁が政治と文学の混在した「新しい土

　の会」から，より文学に純化した同人誌「地下水」を

　起こした時，積極的に参加した。」

　　　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　演劇運動への参入経過

　吉田は，文芸誌には若いときから入ったもの

の, 1950年代まで童謡のほかに目立った作品を創

作していない。ただ, 1951年に，子供クラブの演

劇指導に立だされたことがあって，その際に当時

「こぶし」解散後フリーになった奥山忠男と懇意

になった。その奥山が長瀞演研の会長となって，

1958年に２本の演劇を上演したとき，うち一つの

演出を自分が受け持だされた。吉田にとって，そ

れが本格的に演劇にかかわる契機となった。

　｢農村演劇のための脚本を創作し始めた。テーマ

は，自分を萎縮させているものをぶち破る，抑圧す

る者への反撥を深刻化しないで笑い飛ばすことだっ

た。ただ，なにぶんにも小心であった。脚本の中にガ

リ版刷りかおるのは「地下水」のような文芸誌への

掲載に値しないと思ったからで，また文芸誌に載せ

ても初めは本名を伏せペンネームで通した。

　当時の「地下水」は，戯曲を載せても，コメントが

なかった。けれど，「五平栗」という脚本をペンネー

ムで載せた1961年の「地下水」の合評会時に，評者

の新開岳雄（山形大学・仏文学者）が来るなり，「『五

平栗』の作者は誰か？『佳作だ』と山形新聞の文化欄

に書いてきたばかりだ」，と言った。そのとき，「俺は

嬉しかった。よし，本気で書いてやろうという気に

なったな」。」　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　（２）青年団演劇（後期）の復活および劇作

　　　者・吉田の誕生と終焉

　1960年以降の高度経済成長は，青年の農業・農

村離れを起こし，青年団を根底から揺さぶった。

当時，青年団で活躍した清野忠利は，回想してい

る。

　青年団長・清野の回想

　　｢1955年には180名，60年には123名いた青年団

　員が，自分が団長になった64年には35名になって

　しまった。好景気により勤めに出たこと，女性が青

　年団に入らなくなったこと，パチンコや映画などレ

　ジャーが活発になったこと，などが理由である。団

　員を増やすために，地区の問題を掘り起こし演劇す

　ること，地区行事の見直し気運をうけて花笠踊り

　(近隣の尾花沢市が発祥地)や盆踊り・運動会を復活

　させることを企画した。その結果,団員が67年で53

　名に回復した。

　　1970年代になると，農業青年はほとんど勤めに出

　るようになって，職場のクラブ活動に入るように

　なった。米価闘争など農協運動も下火になり，青年

　団員は再び減って，運動会や盆踊りも青年団から区

　長中心の運営に切り替えられた。　そして，とうとう

　1979年に長瀞青年団は解散した(15)。｣

　　　　　　　　　　　　　　　(聞き取り調査による)

　当時，高度経済成長により急速に廃れた地域文

化・行事の見直し機運が全国的に湧き上がり，日

本青年団協議会のイニシアティブのもと全国青年

大会での演劇コンクールが活況を呈していた。そ

して，それに参加し入賞するには，創作劇が有利

だった。そこで青年団がとにかく創作劇をと思案
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するなかで着目したのが，地元の農民劇作者・吉

田である。吉田は文学同人誌「地下水」に1960年

代前半に脚本を書き始め，少しは名前が知られる

ようになっていたのである。

　1960年代半ば以降,青年団が劇にしたい身近な

問題を提起し，それを吉田が脚本に仕上げるとい

う二人三脚の農村演劇創作が始められる。そし

て，長瀞村青年団がこういう形で初上演した「村

ごよみ四景」（吉田作）が優秀作として1967年全

国青年大会の演劇コンクールに出場することに

なったのである。それが，当地の演劇活動復活の

起爆剤となった。以降1973年まで,長瀞村青年団

は毎年県の演劇コンクールに参加し，都合２回の

全国大会出場を果たしている（脚本七つのうち六

つまでが吉田の創作）。

　上記の演劇活動の経過と並行して, 1970年に吉

田は私生活面で大きく転身した。長瀞村で営んで

いた八百屋および住居と，父が開墾し弟が営んで

いた果樹園40アールおよび住居とをそっくり交

換したのである。以降，果樹園を営むかたわら弟

の商売を夫婦で手伝って暮らしをたてた（手間賃

の代わりに現物給付と光熱費負担をしてもらう）。

この転身と青年団演劇（後期）活動について，吉

田は次のように回想している。

　　「親も弟も，この生業交替に賛成した。農業へ戻る

　前，いっとき単身でこの野中の一軒家へ移り住んで，

　農業をやってみた。農への思いや自然とふれあう喜

　びを実感して，農業に対する自分の適性にっいての

　不安はなくなった。農業に就いて，「これで，誰にも

　後指を指させないぞ」という晴れやかな気分だった。

　「本当に，単純なものなのよ」。ただ，３人の子供たち

　の通学が遠くなったのが問題といえば問題だった。

　　村を離れて，ホッとした。かえって村を客観的に

　見ることが出来るようになり，村と同化した。減収

　しても，文化をやる気だった。青年団との演劇活動

　の時期は，「我家は青年団の溜り場のようだった。こ

　のボロ家さ，よーぐ来た，なあ。」（妻へ相槌を求め

　る）。」　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　吉田は，こうして名実ともに農村演劇作者とし

て1960年代後半から70年代にかけて活躍した。

だが，長瀞村青年団の衰退は，もはや地域文化見

直し運動によっても挽回不能な状況に陥ってし

まっていた。 1978年「べそかくな青年団」（開催場
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所：長瀞小学校体育館）の上演をもって，長瀞青

年団演劇（後期）もついに幕を下ろしたのだった。

　ところで，旧・長瀞村も一地区として組み込ま

れた東根市は，中央公民館の傘下に青年センター

を，農業および商工業後継者の育成を目的とした

社会教育の拠点として, 1969年に設立した。この

市域レベルでの青年センターが，衰退し始めた

市・地区青年団および地区公民館を代替・補強し

て，青年の社会教育活動をするようになった。こ

のセンターの所長に，かつて「こぶし」を指導し，

一時帰農したあと長瀞村公民館に勤めた石垣が就

いた(1978～80年）。そして，彼はかつて疎外した

こともあった吉田を，青年センター運営委員に任

命した。

　それを契機として，吉田は東根市勤労青年と知

り合い, 1981～82年の２回，吉田作の創作劇を青

年センターの文化祭に復活させた。だが，資金的

にも時間的にも演劇を持続するだけのエネルギー

を，東根市勤労青年団（青年センターの社会教育

研修を受講する青年自治組織，87年に事実上消

滅）はもはやもっていなかったようである。これ

ら２本の上演をもって，当地の青年団演劇（後期）

は完全な終焉を迎えた。そして，吉田自身も，脚

本創作の筆を折ったのである。

７
賢治作および吉田作の脚本テーマの

特徴

　（１）賢治の脚本の性格

　賢治は生涯で四つの脚本を創作・公演したが，

それらは農学校教師時代に限られる。長瀞村の

「こぶし」は，賢治の脚本のうち「植物医者」と

「ポランの広場」を公演した。これら２作のストー

リーは次のようである。

　「植物医者」は失業で困った男が植物の医院を

開業する。そこへ病虫害の陸稲をもった農民が

次々に訪れる。知識のない植物医はとんちんかん

な受け答えながら，もっともらしく薬を処方し，

高い料金をせしめて得意になる。その後，薬を撒

いて稲を枯らした農民達に囲まれて，とっちめら

れた末に許される。

　「ポランの広場」は,少年かおる夜更けに野原へ

行くと，歌や踊りの宴会が行われている。その中
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心にボス商人が陣取り酒を飲んで威張っていた。

そこでジュースを注文した少年をボスが馬鹿にし

たので決闘になる。少年が勝ってボスは逃げ出

し，自然のなかで対等な者同士が交流する愉快な

夏祭が現出する。

　賢治の脚本は，短くて，社会批判を含む風刺劇

である。社会批判の対象は口先で大衆を欺く知識

人（植物医など）や威張る支配階級（商人ボスな

ど）である。それに対抗するのは農民や純真な少

年である。登場人物は批判の対象者さえどことな

く愛嬌かおり，憐惘の情を起こさせる。

　以上のように賢治は，脚本にも自然と人間との

交歓（ポランの広場）や煩悩に左右される人間へ

の洞察（植物医への憐惘）など，その思想の一部

をストーリーに盛り込んだ。だが，それは断片的

で，賢治の仏法思想を十分に盛り込んだものでは

ない。学生や農民をキャストに，簡易な舞台装置

で演じる素人劇では，その演出が難しい現実の条

件もあったろう。主題はむしろ，支配層・知識人

層の傲慢と欺斑を農民大衆の立場から風刺する外

面に置かれている。その意味で，賢治の作品は社

会文化運動にふさわしい啓蒙的な性格をもった寸

劇脚本であった，と言えよう(16)。

　（２）吉田の演劇思想と脚本テーマ

　吉田は，賢治の影響を受けたのではないかとい

う著者の問いに，こう答えている。

　　「自分は賢治の作品を読んではいても，それから

　影響を受けたとは思っていない。真壁先生は賢治を

　たいへん崇拝していたけれど，自分には賢治は農民

　とは異質な人のように思えた。ただ，「風の又三郎」

　とか「ポランの広場」とか好きな作品はあるから，無

　意識のうちに似だのかもしれない。」

　　　　　　　　　　　　　（聞き取り調査による）

　また，吉田は，演劇思想と脚本に込めたテーマ

について，次のように語っている。

　　｢自分は演劇を文化運動の一種目と位置づける。

　劇の創作において自分は，身近な村の問題を取り上

　げ，庶民の生活の中に青年の，また自分の生活感情

　を吐露させる。だから，脚本は製作過程の中で青年

　団員の意見を取り込みっつ，共同して作りあげてい

　くものだ。その意味で，自分は文字通りの農村演劇

　作者だったと自負している。そして，演劇は大山功

　の言うように楽しいものでなければならない，とも

　思う。

　　例えば，「囲いの中」(1961年）は処女作で，自衛

　隊員の主人公が自衛隊からはみ出したいという脱出

　欲求をテーマにした。「五平栗」(1961年）は人情と

　金欲との対立を弱者への思いやり（＝人情）の立場

　から書いた。「村ごよみ四景」(1967年）は初めてペ

　ンネームから脱け出した脚本である。共同の踊りや

　歌の楽しさを追求した。どんな批評にも反論できる

　という自信作で，全国大会への出場を果たした。「明

　日へ向かって」(1969年）は出稼ぎや基盤整備による

　機械化と借金問題など模索する時代を明るく書い

　て，若妻文集に掲載した。

　　「村を売る奴」(1971年）は都市に毒される村，そ

　れに便乗する村の支配階層への皮肉を，風刺劇とし

　て書いた。村人の爆笑を得た作品である。「ベソかく

　な青年団」(1978年）は何としても演劇を続けてもら

　いたいという思いで，青年団への応援歌として書い

　た。「草のにおい」(1978年）は青年団演劇による上

　演をもはや前提にせず，自分の信仰やイエ問題を

　テーマに取り上げた。」　　（聞き取り調査による）

　吉田の半生において，身にしみた二つの思いが

ある。一つは，貧乏のどん底だった時代に親戚さ

えも疎遠になったこと，二つは，農村の貧しい商

人として社会的差別を受けたこと，である。だか

ら，吉田作の脚本は，第１に，いつも弱者への共

感と支配層への軽侮にみち，その意味で善悪がき

わめて鮮明でパターン化していること，第２に，

集団としての家族や村への同化志向が強くて，内

側をえぐるような批判の眼がないこと，第３に，

だが，その背後には，野中の一軒に住み，経済的

に不利な農業を選択した生活に現れるように，人

間関係や金銭関係と距離をおく，氏の孤高な姿勢

が潜在すること，第４に，商人としての軽妙さや

合理的思考が，論理明快で，明るい笑劇を仕立て

あげるのに役立っていること，により特徴づけら

れるのである。

　本論6.～7.で述べた長瀞村青年団演劇（後期）

の復活と終焉の経過および吉田作脚本のテーマの

特徴は，次のように整理できる。

　①　長瀞村青年団演劇（後期）は，高度経済成

　　長の渦中にあった1967年に，青年の青年団

　　離れを防ぐ手立てとして演劇の機能を見直し

　　た青年団と，これまでサークル・青年団活動
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　に疎外感を抱きながら文学志向を強めてきた

　吉田達雄との出会いにより復活する。

②　当活動に，既に消滅した生活記録（綴り方）

　運動の影響（例えば，科学的視線，近代化志

　向）は少ないが，資本主義の横暴への憤り，

　地域アイデンティティを称揚する賢治の芸術

　論の論調は色濃く引き継いでいる。それは吉

　田が賢治の信奉者だからではなくて，資本主

　義の弊害に対する批判（「超近代化」の１種）

　と身辺の農村社会からの疎外感が，賢治のそ

　れと一致するところから生じた共通点のよう

　に思われる。

③　演劇活動による仲間作りは，日本青年団協

　議会による全国コンクールといった演劇見直

　し運動の全国動向にも支えられて一時期，効

　を奏したけれども，高度経済成長による青年

　の農業・青年団離れを防ぎきれるほどのもの

　でもなかった。 1978年青年団の解散ととも

　に，演劇活動もまた終焉したのである。

8｡東根市における演劇活動の現状

　2001年現在，東根市（旧・長瀞村を含む）に三

つの劇団（17）が存在する。

　一つは，大江権八(1925年生）の主催する「社

会教育劇」である。大江はもと教師で，農村演劇

の盛んだった1950年代は学校演劇とそのＯＢ中

心につくられた大石田地区サークル演劇団を，ま

た1975年から80年代は食生活改善グループの母

ちゃん劇団を指導した。定年後，高崎地区公民館

長になり, 1995年から現在（2000年調査時）まで

社会教育活動として地方史や民話に題材を求めた

創作演劇活動を続けている。

　劇団員は高崎地区住民の会社員20入余，男性

が４分の３を占め，40～50歳代が多い。加入に資

格条件はなく，稽古の拘束も少なく，劇団員の定

着は良い。年１回の公演は無料，観客は平均500

入，費用は公民館の負担である。

　二つに，仙遊隆(1953年生）が代表する「樺」

は, 1980年に設立された，東根市街の会社員の演

劇同好者からなるセミプロ劇団である。プロに近

い団員が自己表現（芸術）を求めて丹念に作り上

げる。年１回ペースでの公演の平均観客動員数は
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400人，既成戯曲のテーマをリアルに追求する。

2000年現在の団員は９名，うち女性が５名で，20～

40歳代に散らばっている。

　チケットは有料で劇団員が苦心して販売する。

固定的ファンはいるものの，公演収支は大概赤字

である。公演のための稽古は１日３時間で60日

に及ぶ。その拘束は勤務のある劇団員にとってき

つく，団員の確保が課題である。仙遊は学校卒業

後ながらくアマチュア劇団活動を続けながら会社

勤めをしてきたが, 1998年に脱サラしユースホス

テル業を夫婦で自営する（妻は人形劇団に加わっ

ている）。ただ，劇の稽古期間中は休業する。

　三つは，岡田みち子(1954年生）がコーディネ

イトする「イベント劇」である。岡田はピアノ講

師で，女性合唱団を指導もしていた。その合唱団

の創立15周年記念として1996年に，ネットワー

クを活かしてキャストを集め，ミュージカル劇団

を敢行した。脚本は民話を題材にし，曲もあわせ

て岡田が創った。また，２作目は新幹線「さくらん

ぼ東根」駅のオープエング事業の出し物として認

定され，キャストを公募して1999年に上演した。

脚本はさくらんぼ特産地としての郷土意識の高揚

をテーマにして岡田が創った。

　この２作の公演回数は各4～5回，観客動員数

がともに3,000人を越え，主催団体の助成金も受

けたので，収支は黒字だった。ただ，大規模に

ショー化すること（例えば，キャスト総勢40～60

人）で経費もかさむので，今後とも黒字であり続

ける保証はない。

　３劇団の差異は，次のような理由から出てくる

（第３表）。劇団の目標が，社会教育，地域意識の

高揚などにある場合，演技水準はそこそこで良く

稽古も厳しくないから，団員の定着が良い。また，

社会教育予算やイベント主催団体からの助成金を

受けられ,採算性も確保しやすい。それに対して，

目標を芸術の追求におき，有料で公演する場合，

内容や演技水準の高さが求められるので稽古は厳

しく，劇団長は団員の離脱と採算性の確保に悩ま

される。言い換えれば，劇団の存廃は直接的には

経営収支で決まる。そのため劇団は，社会教育や

イベント事業に関連付けて助成金の下支えを得る

方向へ進むものと，芸術性や商業性を高めてファ

ン確保をめざす方向に進むものとに分化して，そ
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劇団名

演劇の目的

代表者名

台本

活動開始年次

現在の団員数

年当り上演頻度

稽古の拘束

観劇料金

観客動員数＊

協賛団体

助成金

公演収支

演劇の性格

地域性

地域意識の高揚

第３表　東根市における演劇活動の今日的諸形態

高崎地区劇団

　社会教育

　大江権八

大江の創作

　　1995

　　20人

　　１回

　　軽い

　　無料

　　500人

地区公民館

　　全額

　とんとん

文化祭だし物

高崎地区限定

　　有

　劇　団　禅

リアリズム演劇

　　仙道隆

プロの既成作品

　　　1980

　　　9人

　　　１回

60日×3時間

　　有料

　　400人

　　　なし

　　時たま

　概ね赤字

　セミプロ

市民同好有志

　　　無

グラサムハーツ

ミュージカル劇

　岡田みち子

　岡田の創作

　　　1996

　　40～60人

　　不特定

　半年間週２日

　　　有料

　　3,000人

イベント主催者

　　　一部

　これまでは黒字

　イベントショー

サークル市民公募

　　　有

資料：ヒヤリング調査による．

注．＊観客動員数は，高崎地区劇団と劇団禅については年１回上演する劇の観客動員数，グラサムハーツについては

　1996～2001年にかけて行った二つの劇（上演延べ７回）の，１劇当り延べ観客動員数である．

の存続を模索している。

　賢治から長瀞青年団演劇に伝わった思想を，３

劇団は受け継いだろうか。劇団代表の略歴や劇団

活動の経過から，概して３劇団は長瀞村青年団演

劇との人脈的つながりはほとんどない。また，大

江を除く２劇団はかつてのサークル・青年団演劇

が備えていた生活変革をめざす生活記録運動とい

う性格も微弱である。他方で，３劇団は自己表現

の方法として演劇を選び，とくに大江と岡田はそ

の創作戯曲に地域アイデンティティの昂揚を直裁

に盛り込んでいる。それは彼らが演劇の盛んで

あった当地の社会文化風土を踏まえているからで

あろう。総じて，これら劇団は社会文化運動面を

弱化させながらも，手作りの楽しさや地域アイデ

ンティティの昂揚といった側面では賢治の芸術論

を引継いでいる，と言える。

　では，人脈そして思想的に直接のつながりがな

いのに，賢治の芸術論の１側面をこれら３劇団が

有するのは何故であろうか。それは，賢治の芸術

思想が芸術の専門化による弊害や商業主義による

堕落などへの叛旗であり，民衆に根ざす芸術創造

の提起であったからである。それは資本主義が侵

蝕・普遍化するほど，専門化がすすみ爛熟いびつ

になる都市文化に疑問を抱く都市住民や，疎外化

し現実とかけ離れた芸術に共感を見出せない地域

民衆の支持をえて甦る。その意味で，賢治の芸術

論は資本主義に押し潰されようとする時代と地域

に，繰り返しわき上がる普遍的な思想である，と

言える。

９ む　す　び

　近代以降の芸術は，市民階級による人間解放の

理念をベースにしながらも，その経済的支えを都

市の資本家階級に頼ってきた。その制約が芸術に

もたらす偏向を批判したのが，宮渾賢治の農民芸

術論であった。近代科学の偏重により失われた宗

教心と自然，専門分化により都市在住の職業芸術

家に独占された芸術，を再び地域民衆の手に取り

戻そうというのである。商業主義と芸術至上主義

により生命力を枯渇させた近代芸術に対して，自

然に育まれた地域民衆の吹き込む生命力に，賢治

は新たな芸術の創造を期待したのである。

　賢治の芸術論の形成には，大正の資本主義成熟

期における民衆芸術論の台頭とそれに続く小作争

議に象徴される社会時勢の不安定期に隆盛になっ

た農民文芸会の論調が影響していた。その芸術論

の内容は，民衆芸術論のそれと同じく人道主義的

でかつ実践志向をもち，また農民文芸会に似て農

本主義的であるのを特徴とした。

46－



　演劇を上演するには脚本だけでなく，演技者や

舞台装置スタッフなどの組織という受け皿が必要

であった。戦前期においてその受け皿となったの

が松田の農村更生運動であり，戦後は国分らを起

源とした生活記録運動であった。賢治の思想はそ

れら社会文化運動と結合することによって，推進

母体を得て開花したのである。

　戦後長瀞村に起きた農村演劇という社会文化運

動は，戦災で壊滅した大都市の芸術の空白期に誕

生した地域庶民による手づくりの総合的な芸術活

動としてスタートした。「こぶし」という生活記録

サークルが，松田の村づくり運動に刺激を受けた

農学校生と国分の教え子によって作られ，賢治作

「植物医者」を1947年に上演したのが発端であ

る。以降，演劇は地域に根強く残る社会遺制の払

拭と米軍基地反対闘争による民主化・近代化をめ

ざす生活記録サークル運動や青年団活動における

啓蒙と仲間づくりの手だてとして発展した。その

黄全期は生活記録（綴り方）運動とその余波で青

年団活動がピークを迎えた1953～55年であった

ろう。だが，この生活記録（綴り方）運動は1950

年後半になると急速に終息する。半封建的な遺制

払拭による近代化を志向した生活記録（綴り方）

運動は，経済成長により近代化が実感され始める

のに反比例して，活動エネルギーを喪失させたか

らである。

　ところで，演劇活動には担い手と資金が必要で

あった。劇団員を確保し，また観客を集めて経済

採算的に成り立ださなければならないのである。

そのため，演劇活動の担い手は，時代情勢の変化

の中で経費などの負担をめぐり，サークルと青年

団との交替劇が２回繰り返された。

　サークルは同好者の結集に適するが，時局に応

じた政治イデオロギーに左右されやすく，また規

模も小さいので財政不安定という弱点があった。

地域ぐるみ青年団は規模が大きいので財政的には

安定したが,高度経済成長期以降は,農業の不振，

或いは農外や都市へ就職する青年のサークル・青

年団離れが加速し，演劇を担う団員の確保が難し

くなった。テレビやマスメディアの発達で大都市

の文化芸術が地域に流入したことで，青年演劇に

対する観客ニーズも減ってしまった。 1961年長瀞

演劇研究会（サークル），ついで1978年長瀞青年
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団が解散したことによって，長瀞村の青年演劇も

また担い手を失って消滅したのである。

　このような経過をたどった当地の農村演劇の特

徴は，当時の演劇推進者たちの陳述に依拠するな

らば，二つに区分して良いだろう。第１は，娯楽

本位の大衆演芸から脱皮し，テーマを提示し観客

と共に考え感動する新劇の発足期である。サーク

ル演劇前期から青年団演劇前期にかけての時期

で，民主化・近代化を掲げた戦後改革の機運や生

活記録運動の高まりがその土壌としてあった。第

２は，テーマ先行で日常らしさのない新劇からの

脱皮をめざしたサークル演劇後期から青年団演劇

後期にかけてである。演劇に凝った青年団ＯＢ主

導の長瀞演劇研究会や青年団演劇後期にかけての

時期で，木下順二の民話劇や身近な農村問題を題

材にした創作脚本などを使って，地域民衆の感覚

に馴染む演劇をめざしていた。

　演劇は劇作者と演技スタッフと観客との共同作

業という性格があって思想の共有や仲間同士の絆

を強める反面，それは資金と労力負担を担い手に

強いた。この功罪の相克のなかで，演劇の担い手

はサークルと青年団との間での交替を繰り返し

た，と言える。

　現在東根市において，賢治の芸術論の影響を受

けた青年団・サークルの演劇活動は消滅した。そ

の結果，社会体制批判・生活変革など社会文化運

動面は色あせてしまったが，商業主義や芸術至上

主義が芸術本来の姿を歪めているという賢治の近

代文明批判は，今なお地域民衆の共感を得てい

る。現在活動中の３劇団の新規発足とその模索

は，このような局面に応じた，姿態を変えた賢治

の芸術論（思想）の再生プロセスと考えたい。

47－

注（1）「民衆の間にうたい継がれてきた童謡・民謡を芸術的

　　な水準にまで高揚させ，民衆の中に生きる芸術として

　　育成し」ようとした童謡詩人・野口雨情は，また農村風

　　景を詠った田園詩人でもあった（「童謡詩人・野口雨情

　　生家」パンフレット）。

　（2）例えば，山形県の花笠踊りは大正期の上木工事人夫

　　の踊りとして生れ，敗戦後の文化見直しの際にバレー

　　ド用に振り付けを変え再生し，高度経済成長期以降に

　　県を代表する伝統行事に位置づけられた。

　（3）大滝十二郎(1988)によれば, 1920年代の東京を中心

　　に起きた民衆芸術論や農民芸術論は山形県へもほどな

　　く波及している。小説では，西置賜郡荒砥町の農民・五
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　十公野清一の刊行した処女作『農民一新生を胎む土』が

　農民自身が農民の生活を批評的に描写した文学として

　大田卯ら農民文芸協会の注目をあびたのは1926年，東

　置賜郡小松町の金子泉・井上修吉（劇作家・井上ひさ

　しの父）がプロレタリア文学および当地の労働・農民

　運動で活躍するのが1928年から30年代にかけてで

　あった。短歌では歌壇左派の論客・歌人を輩出した「ま

　るめら」が大熊信行・遠藤久三郎らにより創刊された

　のが1926年，詩では生活を詩のテーマにした真壁仁ら

　「犀」誌の刊行されたのが1929年のことであった。

（4）松田甚次郎は山形県最上郡稲舟村の素封家の長男と

　して出生した。盛岡高等農林学校を1927年卒業して帰

　郷，宮渾賢治の訓導の実践を志した。まず，父より60

　アールを借りて小作人となり，同時に,村の青年有志と

　サークルを結成した。以降,加藤完治の下で農業技術研

　修を受けた１年を除けば, 1937年まで活発な社会文化

　活動・農村更生運動を実践，毎年欠かさず農村劇も上

　演した。この10年の記録を1938年に『土に叫ぶ』とし

　て公刊，文部省推薦・中央社会事業協会文献賞を受賞

　し，全国に名を知られる存在となった。その後も，地元

　および全国で活発な活動を続けたが, 1943年に病によ

　り急逝，享年35歳であった（安藤玉治, 1992)。

（5）斉藤美奈子(2002)は生活綴り方をわが国作文教育に

　位置づけ,体系的・的確に性格づけている。それによれ

　ば，わが国の作文教育は明治期の国家主導による修

　辞・伝達技術を優先する形式主義的なそれから，大正

　期におけるリアリズム表現を優先する芦田恵之助（小

　学校教諭），子供らしく素直に表現することを称揚した

　鈴木三重吉(1918年『赤い鳥』創刊者）らの綴り方教育

　へと変遷する。この文芸志向の強い「赤い鳥綴り方」は

　昭和初期に至ると，凶作の東北など農村小学校教諭に

　担われるようになって階級史観や郷土意識を濃厚に帯

　びつつ，教育活動としては生活指導と一体になった人

　間形成の場に化すと同時に，他方で一部の作文が世上

　で評判を得ることにより，内容的には読者を意識した

　私小説としての性格を強めた。だが,戦時体制の強化に

　つれ，前者は弾圧されて消滅した。

　　戦後,文部省は技術優先の作文教育を打ち出し，日教

　組と対立するという社会状況のもとで，戦前から生活

　綴り方運動の推進者であった国分一太郎（評論家）が，

　リアリズムとヒューマニズムの視点に立つ生活綴り方

　の復権を唱えた。それが，その実践活動としての無着成

　恭編『山びこ学校』などの児童作文集の公刊・ベストセ

　ラー化によって全国に広がる文化運動へと発展した。

　だが，高度経済成長の始まりとともに，生活記録（綴り

　方）運動は急速に衰退した。衰退の理由としては，リア

　リズム表現としての「あるがままに書く」という考え

　（技法の深化をともなわない標語一著者補）が飽きられ

　たこと，貧しさからの脱皮（近代化志向一著者補）とい

　う運動思想が高度経済成長により色槌せたこと，の２

　点を挙げている。そして,高度経済成長期以降の作文教

　育は出版団体と文部省との連携による読書感想文コン

-
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　クールという形で，全国に浸透する。斉藤は，そこに商

　業主義,作文教育の効率主義と画一主義,道徳教育的性

　格の強まりなどを看取している。

（6）無着成恭自身が抱く生活記録運動の思想は，次に述

　べているような半封建的な社会道徳や貧困を集団的な

　努力で克服するところに重点をおいていた。

　　　「この綴方を読んだ私をはじめ,子供たちもみんな……

　　１　農民をもっと金持ちにすること。

　　２　農民は自分さえよければよいという考えを捨てて，

　　　力を合わせ，機械化を考えなければいけないこと。

　　の二つがはっきりと認識されたのでした。……二宮金次

　　郎の薪を背負って読書する像の前で「忍耐」と「勤勉」の

　　道徳をたたきこまれ，「人が八時間働くなら，十時間働

　　け」と教えられてきた私は，この子供たちの，そのよう

　　な「忍耐」や「勤勉」の中にかくされたゴマカシ，即ち貧

　　乏を運命とあきらめる道徳にガンと反抗して，貧乏を乗

　　り超えて行く道徳へ移りつつある」ことを感じた。

　　　　　　　　　　　　　（無着編, 1951, 266ペーの

　　この生活記録運動の思想（近代化志向）は，生活記録

　誌「新しい上　創刊号」(1956)に掲載された，奥山忠

　男（後出の「こぶし」結成の中核メンバーの１人で，か

　つ長瀞サークル演劇後期の演出を担当）の次の詩に，象

　徴的に表現されている。

　　　「手間をみない百姓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　忠男

　　ホマチをとろうと俵をあんだ

　　桟俵を入れ　かがりを通し　一枚七〇円だ

　　一日十時間

　　五枚ぐらいできるので　三五〇円はとれる

　　だが　原料を計算してみた（略）

　　すると一日二〇〇円の手間しがならない

　　一日二〇〇円だから冬仕事にはいいほうや

　　百姓　手間などかんじょうするもんでない

　　と父にいわれた

　　そこで手間のことでみんなと話しあった

　　すると　米　養蚕　牛　養鶏

　　すべて百姓のやる仕事は

　　原料をさしひき労力をみると

　　赤字だ（略）

　　われわれの労働の価値をまずみとめることだ

　　そしてみとめさせることだ

　　百姓　手間なんかかんじょうするもんでない

　　まず私たちはこの考えを捨てよう

　　そして

　　百姓も八時間働いて食ってゆけるような

　　世の中を作りたい」

　　『上とふるさとの文学全集14』（家の光協会, 1977, 49～

　　50ページ）再録

（7）長瀞村は，次のような農業概況の集落である。専業：

　Ｉ種兼業:II種兼業別農家数では, 1950年431戸:92

　一　一　　　　一　　一　一　　　　一　戸:75戸, 1960年356戸:151戸:94戸, 1965年86戸:

　352戸:166戸である。また, 1964年時の出稼ぎ者総数



　は193人，65年時の20歳代農家男子の就業状態は，農

　業専従23人，農主兼従81人，兼主農従33人，兼業専

　従56人であった。兼業化（および出稼ぎ）が1950年代

　から始まり，とくに60年代に急増した集落であった

　（山形県農業会議, 1966)。

（8）青年学校とは戦前からあった，義務教育卒業生など

　のために長瀞村が開設した補修学校で, 1948年に廃止

　された。公民館は1946年７月に文部省により設置が提

　唱され，長瀞村では1948年４月に実現した。そして，

　廃止された青年学校に替わってその傘下に青年学級を

　新設した。

（9）大山功(1904年生）は「本県（山形県一著者補）の演

　劇の育ての親。戦後山形において著作,演劇評論等のか

　たわら県内の演劇活動の発展のため指導……在京中

　……演劇雑誌の編集および評論活動を行ったが……昭

　和20年に……復員後，妻の郷里山形市の人となった。

　……疎開していた『舞台座』の演出を受けもって県内を

　巡演し……『山形演劇研究会』をつくった」（高子，

　1985, 23～24ページ）。

㈲「みんなのこぶし」の最終号である第５号（謄写刷）

　の刊行は1949年７月である。なお，現存する「みんな

　のこぶし　No. 4」(1949年２月刊）の内訳は，エッセイ

　15（うち「日記」という単語がタイトルにあるもの4），

　文芸13（うち詩8，短歌1）で，それを18名の者で執筆

　していた。他に，山村暮鳥，宮渾賢治，大関松三郎の詩

　各１細か紹介されている。政治的な事柄に言及するも

　のは数編にすぎなかった。　エッセイでは日記（生活記

　録）的記述形式,文芸では自由詩，が表現方法としてよ

　く使われていた。

（11）青年文化運動史研究班(1961年）「山形県戦後青年

　（文化）運動史年表」は，当時の生活記録（綴り方）運

　動の活動状況を網羅する好資料である。国民教育研究

　所に属する農民評論家・斉藤たきちを中心にして編ま

　れた当年表史が1953年からスタートし1960年で終焉

　していることは,次の二つの事実を示唆していよう。①

　地元の関係者でさえ，戦後の青年による生活記録運動

　を教員と小中学生中心の生活綴り方運動の成果である

　『やまびこ学校』刊行以降に起きた社会運動と捉えて，

　松田甚次郎や国分一太郎の影響で戦後すぐに始まった

　生活記録運動の存在を視野の外においたこと，②戦後

　の生活記録（綴り方）運動を1960年頃に終焉したと捉

　えていたこと，である。本稿は①についての反証を例

　示（批判）し，②については例証（肯定）している。

㈲　1949年から３期，山形連合青年団副委員長であった

　寒河江善秋(1920年生）は，山形県青年団が全国に先駆

　けて演劇に取り組んだ経過を次のように述べている。

　　　「青年団が寸劇をレクリエーションとしてやったのは

　　1945年頃からだが，その劇を啓蒙の手段として利用しよ

　　うと考えたのは1951年頃であった。当時『やまびこ学

　　校』が世に出て大反響をよびおこし，県連合青年団参与

　　の須藤克三から“青年団もレクリェーションばかりでな

　　く，生活記録運動に取り組め”と事ある毎に言われてい
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　　た。だが，青年団では文章を書くのを億劫かって対応で

　　きる雰囲気にはなかった。そこで，「文章を書いて自分た

　　ちの生活を客観的にみなおすということを，劇をつくり

　　それを演ずるという，青年のとりつきやすい方法でやっ

　　てみたらどうだろうかという考えがうかんだ」。この試

　　みが受けて，創作の寸劇が青年団では欠くことのできな

　　い活動として組み込まれ，県，全国へと広まっていった

　　のである｡」　　　　　（寒河江, 1959, 195ページ）

㈲　長瀞青年学級(1954)資料によれば, 1954年時の青年

　学級とそのクラブ活動の状況は次のようである。青年

　学級は15歳以上の青年対象者159人（うち女性73）の

　うち，66人（うち女性30）を組織化していた。夏期は

　週１［可夜２時間，冬期は週２回夜計４時間の授業が行

　われた。教科として国語，数学，音楽，体育，実業，家

　庭，クラブ活動として読書，書道，柔道，演劇，生花，

　球技，があった。なお，長瀞青年学級は中学卒業者中心

　に生徒を編成したために，進学率の上昇にともない停

　滞し, 1967年に廃止された。翌々年に開設された東根

　市青年センターの社会教育は，これまでの地区毎の活

　動を同市へ一元化する形へ再編したものと思われる。

㈲　村一県一全国３段階の青年団役員を径験した寒河江

　(1959)によれば，当時の青年団における政治的対立の

　図式は次のようである。

　　　「全国組織である日本青年団協議会（日青協）は県団か

　　ら選出された人員により構成されたが，経費的には財界

　　の寄付により賄われた。ところが，市町村や県レベルの

　　青年団は左翼政党などの働きかけで左傾化するところも

　　多く，日青協内部での左右対立が深まった。また，政

　　府・文部省は左傾化した青年団を嫌って，新たに公民館

　　傘下に青年学級を法制化・設立し，青年団の切り崩しを

　　はかってきた。このように，日本青年団は人事と予算の

　　不整合からくる上下組織間の不統一，政府・文部省と左

　　翼政党両面からの干渉などにより，不安定な組織運営を

　　余儀なくされた｡」

㈲　1979年旧長瀞村に部落若衆会が結成された。比較的

　若い妻帯者の親睦会で，青年団に替わって集落諸行事

　を手伝うのを目的とした。

（16）宮渾賢治作および吉田達雄作を含む農村演劇の脚本

　の内容分析は本論のテーマからやや外れるので割愛し

　た。

㈲　三つの劇団代表の自己紹介として，あすなろ書店

　（2000）がある。

　　　　　　（原稿受理日　2003年３月13日）
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Thoughts and its Changing Process of Theatrical Movement

　　　　　　　　　　　　　　　　inRural Area :

　ＡCase study of Kenji Miyazawa's View of Art and the Activities

　　ofYoung Men's Circlesand Associationin NAGATORO Village

　　　　　　　　　　　　　　　　YoshihikoAIKAWA

Summary

　　　KenjiMiyazawa (1896-1933) proposed that the modern arts monopolized and biased by capitalism

should be returned to the hands of the ordinary people and be restored by adding lifeforce and

vitality to them. In his thoughts can be clearly observed ａ strong influence of the democracy

movements of the Taisho Era (1912-1926),which coincided with his adolescence, and the popular art

theories stimulated by those ｍｏｖｅｍｅｎtｓ｡

　　　The post-war rural theatrical movement in Nagatoro, Yamagata Prefecture, had its origin in

Miyazawa's thoughts on the arts. Before the war, Jinjiro Matsuda, who had learned Miyazawa's ideas

on the arts from Miyazawa himself,started theatricalmovements of young farmers asａmeans of rural

development. These movements were revived in the post-war years as circleactivitieswith the help

of students of Ichitaro Kokubu, the leader of a life recording movement, and the young people

provoked by Matsuda's theatrical movement. This group activity was supported by local youth

circlesand associations. To these circles,staging was helpful in building solidarity among members

but was an obstacle because it required large funds and much labor. Thus, owing to the collisionof

the need to strengthen the tiesamong members and the difficultyof financing, members engaged in

staging work were often replaced by new ｏｎｅｓ｡

　　　Therural theatricalmovements pursued both an ideal and the provision of entertainment. But as

the young people's circles and associations were dissolved one after another, the rural theatrical

movement based on these organizations disappeared. At present, thisarea has three theatricalgroups,

which are specializingin a direction that strengthens the aspects of enlightenment or art.

-

51－


